
奈 良 市 民 だ よ り 計667号

Tb人p- rA-1 m JEの う_L'さ348.022人 (66人)1ーlJJ7(▲l一一1I.一■lt一り115.592(45

)･一一 だ SL.-.-.-.
-& _.:●:̀:1■珊 9 1 ]:㍊ f5骨 は ●:●:I:I:ー歌 研 -'g L"A :予 防 運動 一:●:

:̀●:':･ ､ト L i i1 ●† ′.●● うに ■lr 40■■ い●

墓碑 童S ,: 王室TEEーL'.iI;崇 ..+. .I｣. ■∫ '肯 r-.■itさいつでも守 るよ 1*のー あ lこ大りな 0 つ7ifと<̂1 書 IJマ●J. 喜 ; 学芸三三:.良.+.主要 書 王 墓…昔邑呈吉富-_三軍喜 ; 苧喜重

吉畠三真書JE]*ir 土戸Efま ち円く阿 シ 同 村 司 ウ ,平八ノ只1 E∃qIlE]′､(五.､〈ま き妻蔓 苧一日EらTサ

ー■ら●tLンでt ､ノタ年ち て ウ
一 案良市の将来健 を肪 し合います - lIt qT-ン

九ン 一一

1雪空を掌のト員■のqalのかtをI+. 1空fLわはにだいりrlはさ◆にれ

L'そtfl出しえ いtrlや 'やいナ lナ●hlつBt†)

▲Lfや大熊-TlJ) tEI に

た 一こよ芙 望 三 Ei.王llヽ キー 告 苦手
'.毒墓 守

冨07-TL一一′- 蓋葺ニ 妻 喜ロ}盲勺三 -,辛
○ノ▼▲ナ-

++ tt▲I■■+Lt■●■■■ー r1 ^lL

ぐ三宅 て､札.SZL台■F ■一d氏 (I●肌 ■)-.tJEdJL■)

M'"号

"聞"回現・t・"盆'.'色町雇』

"'.W宮入 {“人3

m • 畑町仙1・3
咽・ t刷

市民のうご.

人ロ

り

ザ

よだ民市良豪平成元修IlJI1日

IRtzt以九tttfT臥 b・
•• "ω.. 町h“...凶..

....."働川"‘ .“‘ .網凧叫.“齢悶• "，...，.，.>. 

'・..-.， 
・.品M・..‘“崎.~. -

'" 

豪

-
a
-
m
R
・
・
・

115.592 (.5) 也..

，.....~."'. '審 理...w. .....*

+
一
月
九
邑
鉱
山
A
'
h
鍍
急
の
週
櫨

q
イ
ヤ
ル
一
一

量

に

E

皇

、

二

量

E

h

E

・

t

て

火
山
拠
の
発
室
し
O
Wい
開
，
で
も
あ
っ
て
こ
@
B
B
ら
+

五
百
・
5
で
の
一
剤
耐
障
室
圏
一
高
巳
『
値
観
@
火
拠
星
ア
筒
霊
園
、

ガ
輿
副
e
e
n'

'
・!

!
?
i
 

g
と
・
々
怠
建
量
建
司
こ
忽
い
.. ，
e
e
皐
で
も
こ
@
-

a
E
に
、
も
う
-
a
ω
A
e
苅
を
a
・
慢
し
防
火
@
@
欄
-
A
g
つ

い
て
・
震
で
留
し
曾
っ
て
〈
d

尽
き
い
・

ノマ

レ
l
ド
な
ど
で

防
火
急
品
吋
び
か
け

i

z

E

2

簡

u

E

S

E

-

i

t

 

火
の
納
点
、

tSE--f 

t

E

の
と
の
a

i

j
;・
1
i
i
 

2
6火事
1

・
眼

②
鳩
誠
に
省
け
る
防
火
対
策
の
般

-z
u
i
i祖

• ⑥
百
宵
島
、
-
R
・
、
鉄
食
出
帆
忽
ど

本
値
W
定
多
織
の
人
M
V
出
入
"
す

る
防
火
鋪
a
-
u
ど
の
防
火
安

2
2
 

⑤
轟
u
-
e
・
援
物
日
h
U
M
リ
る
防
火
糞

金
の
瞳
録

手
書
初
日

i
q

一ゆ型地嘗

て

-F2
2防
火

tlv

L、

運
-
m
を
・
勾

$
9・e，
.
そし

て
期
剛
ゆ
っ
e
の
よ
う
仰
祷
場
毎
週

i
z
--

八
防
火
バ

レ

V
V

九
回
【
本
】
・
午
'
L
T嶋
J
R

'
a
園
駅
前
広
湖
@
山
開
俺
・
m
m

il-人
柄

T

Z

、5
2

納

5

i

i

z

 

t

R

f

u

-

-

Y

に

!
i
!
 

十
五

E
号

産
量
7

1

8
i
a
l，

 

a
q
-
-
イ
y
e

ι即
位
、

市
内
@
小
学
関
6
4
ハ
写
生
鮮
繍

い
た
防
火
f
f
e
里
-

A
病
院
副
鎗
V

。
八
日

A-
ev
-
-z
，
，

ν
高

j'・
《
右
旗

-T
臼
》
で
午
前

八

it.

O
ム了
目
〔
金
v
-
e
ら
ま
ち
セ
ン

'
I
A
薗
恩
寺
体
町
》
で
午
樹
九

a・・...・・・"'..........

-奈良市の将来像を話し合います

時
か
切
・

0
+
z
日
《
Mnw
四
割
a
aゆ
耐
火

童
会
員

E
S
d

劇中から
・

ζ

の陪か宍、

一白
@
眼
嵐
盛
へ
の
防

火跡悩踊闘
aφv多敏
の
入
の
.. aa
る
‘

里:@
人企金雪忽

2どE
z
.
円
観
世
“
t
L
h
た
品防

λ
.照照鱒
A
金
担
"
陪
悩
と
も
村
い
尊
す
.
嘘虫鼠

ii
でE

@

!

τ

町

z火の剛巾叩
ιむ

Eヒ5つZ@3ポ7イ3ν:砂よ』

告

84
型型‘

j
a

zzす
・

術
進
化
ぱ
事

'qs倹
げ
す

て
告
し
御
池
い
・

命
字
u
ca

・
M
峰
、

14Tや
，
イ
タ

ー
で
温
z

t

・

z

a

E

-

は

た

E

e

L
U
い
・

@
bA
Mぶ』

を
・
げ
S
L
c
-e
u
そ

の
喝
を
は
包
れ
怨
い

E

Z

わ
り
量
車
場
い
倒

8
2・
1
3
1
t・

@

7

1

z

u

T

Z

ぃ

柏市でほ"町哨WC.，，!:. -j' (りの酬とえ包，剛合帽の

鑓定金.めてい.す.

この針""制iTiH:1)怠〈師蜘献に+州.ι耐を

凶は';-::1刊叫柑tI ~'I t. bØです.

貨建に ~f;; ..ては、議.. 省のU御す"づ〈りに勺いて市民のみ九な

さんと然"考えるとい雪刀剣のもと 「・HIIえ い..良..る一

融制...悼のてーJ ~~ -"テー叩円ポタ'"を醐L

". 
ζの，ν"令 山手刷剛とバホリ刊はる叫げバ

. ，シ.，を街、俗 、、、平絹京かり..に4民る健~のうえにたっ規伐

の'Hl，怖をも令一度見つ~'.tlι J快調院へ向げて集島l軒@将来4・各種。'0てもらMうというも@です.匂円、，細川自由ですので、多般

の方の見長嶋.樽，てい.す. (1'~ilP!.ot? 11..す〉

2
2
3
2
 

全

廃

修

正

時

紛

争
国
で
完
金
L
企

股

火

爽

“

丞

万

九

乎

約

六

百

志

士

=冨"で、

制

一
目
九
百
六
十
z

-

件
a-
e火
鍵
MV血
児

V

生

L

・

5

日
』
と
に
信

誌

の
E
--
こ
の
火

γ

奥
@
出
火
a
m
附
舎

が

見
る
企
、
定
ぱ
ζ

a

に

よ

る

を
a
R
“
甚

句

・

樋
少
の
傾
向
に

2

め
る
@
区
制mL・

こ
t

i

-

-

舗

L
m
m相

h

ハ土
-e
，
ら
似
た
ば

こ

を

鋭

い

て

火

量

E

L

プ
LCb恰
ヲ

τい
ま
す
・
そ
し
て

そ
の
隠
と
ん
ど
が
主
主
E

よ
る
も
の
で
す
・
回
昭
如
五
+
四
年

H
品
川

M

R
乎
七
百
九
+
十
B
R
V
，

i

i

i

;

修

にω“
お
よ
そ

-

E
e
m
十
字
古

四
十
六
件
に
も
仲
ゆ
り
、
大
気
回
原
因

"月lGO(-f;)午後1時ー‘鴫噂

市.，・文化令ν，-( 偽"・ TrJ) 

『時.鍾えも...JiI+Ilt.J
一調節.，債の符来・..めてー

【， 盆】

【とζ0'
【，←?】

の
釣
一
ニ
%
血
管
占
め
て
い
a
z
e
'・

事
良
市
で
徳
、
作
写
費
生
し
た

v
a
+
七
件
@
火
震
の
う
ち

ζ
ん

i
t
fし

た
が
、

』
@
う
ち
Z
W
U噂
穐
a
v
李
健
す

る富
E
J
I
t

き

て

T

T

E

ん

主

号
E

Z

E

z

t

z

i

-

-

い

る

と

E
Eぽ
a
n
t
・

-
れ

る
L
・
M
U
占
拠
密
閉
す
』
ζ
の
険
制

皇
t
i
t
i
--

天

sail

&?、
・1
E
-
L品

:biss 

a
i
e』

t

i

t
i切い

i

f
昔、
z

i

k

e，
.
衆
も
だ
ん
だ
ん
bA・
〈倍加フ、

火
に
か
砂
て
ニ

ι

十
分
ab肱
値
す
れ

ば
、
台
訴
U
&
'
q
か
り
嫌
に
包
量

れ
て
し
e
R
う
こ
と
に
U
り
e
z
t

f

z

?

i

u

〈

t
t
i・

【内事1

・・2‘..・ “ '・3f;(剛剛大掌..)

t..，・"""">;"7ν.'
o:>-"，.t.ー，一

修托 程a民《陶~枇A 軍・"・)
0"* ， 

側P事寛危.(・a布・.也会副会長》"“ 久子氏'"反駁術大軍創価》
・」住民.民 o.健酬Il・】

J . .ザ.~グ氏〈市立一会高修.師》

三・..司氏【"，1).:"‘“3
【四い合b・" .金‘製(.⑧ It I 1) 

調阪.圃い

郎 幹 酬 明開 会鉱金引戸配衛11111日 15U実行干制

輔印刷絹1J<1J1)1l仙ので嗣，.，，"t"<!lごM..・ぃι".
.邸側 1111・附 '..柑同公醐【制品川"・，.，



也}事成元年n月Ie り

2
1
デ

4
$
l
タ
ー
の
費
野
隠

之
霊
祭
ケ
丘
地
昔
前
連
合
会

5

「嘆

の

f

Z

5

2
2
闘
い
し
ま
す
」
企
の
あ

い
さ
う

皇

O

E

-

-

i

z

い

ま

し

乍

J

R

Z

E

i

i

 

町
の
保
存
に
つ
い
て
ふ
れ
匂
が
ら

「
保
存
と
理
主
由
民
型

よfゴ民市良棄第飴7号

の
と

t

E

7

2

f

i

i

p

i

t

 

t

a

-

で
は
そ

Z

，
し
い
鯛
健
の
あ
る
グ
レ
ド
の

f

t

f

t

z

空

ま

し
たζ

の

号

、
E

宮

在

の

明
人
の
パ
1

7

か

ら

書

が

あ
り
a
E
し
た

草
壁
の
君
"
失
i

u

o
一
的
健
闘
、
民
間
企
業
-
-
般
市

民空一言

E
品
2

2

l

i

t

i

-

f
i
4
2槍

E

E

f

a

t

ン

F

I

T

2

2

2

固

に
何
t
f
安
手
品
に
、

あ
忽
た
は
幽
ト
対
し
て
何
が
で
s

i

」

と

い

i

同

E

Z

E

品

目

前

に

f

p

z

i

i

 

て
解
決
し
て
い
ζ

ろ
と
い
う
章

;
1
1た

え
書
し
た
・

位
現
場
計
画
婚
す
が
専
門
の
議

a

i

i

!

 
A
j
i
 

j
さ

れ

た

i

ど
舎
批
判
刈
日
本
経
指
耐
凶
企
画

調
書

長

の

i

i

;

の
里

2
‘
J
5
3ド

企
し
た
市
E
T
ロ
マ
ン
を

?
ょ
う
貸
付
政
を
と

F

agした
・

西
凶
市
w
u
u
こ
れ
を
受
付
、

「

E

の

患

の

E

u

E

M
V
『
こ
の
草
色
に
住
ん
で
よ
か
司

た
』
、
ま
た
己
ど
も
た
ち
が
『
こ

の

ま

E

ま

れ
て
よ
か

i

LC

脅
え
畠
重
ち
づ
〈
り
で
す
・
そ

の
た
め
に
づ
よ
町
民
に
a
，
争
、
そ
し

て
前
進
』

E

ぃ
E

に

市

民

に
明
る
い
f
せ
て
も
E
る

商・5公民館で行われ企命政フ，ーラム

量

主

め

て

い

s

t

品

い

-z
Z

と

迩
ぺ
き
し
た
・

こ
の
後
日
-
B

E

内
貨
疑
応
否
が
行
わ
れ
、
，
加
し

五
開
問
館
古
文
也
摂

警
で
お
知
り
f
f
た
一
一一

m
m
w
舗
に
引
色
後
い
て
、
つ
g
の

豆
舗
で
も
っ
E
品
。
患
で

文
化

2

1

1

【

+n'mmmm・-】

と

a・
+
H
S

士

一日
マ
テ
1
7

1

型

u
じ
め
あ
ら
ゆ
る
纏
u
m
舎
は
〈
す

た
め
に
マ
内
務
H
E

M

書

を

考

え

る

つ

ど

い

E

i

の

街

、

2
l
ッ
2

E

臨
む
ど
マ
問
い
合
わ
e
・
冒
@
三

二
三
大
・

零

e
m
開
催
鑑
】
と
春
闘
+
一

;

1

1
7

臣

、

5

1

反
置
の
警
広
げ
よ
う
z
g

・
陶
穆
小
学
際
と
の
交
掩
会
人

権
側
忽
ど
マ
問
い
合
わ
せ
・
g
@

一
一O
一
六
。

市では市民の桝んの醐刊明会として 、開叫!有数闘

会を聞悩しでき傘 Lた."の思援会をより良いものにす'^・~， ，.，年
かb市内各大"，泊区に分げて それぞれの婚繊の実情記合ヲた

『市民と3憶に与える市政フォー，ムJ<開催する ζとιなりました

4回の市民と終に考える，峨 7，-，ム 1:'J巨.増収を対象に r"
也妃全廃湿した烹.泡区の活性化につもてJ<'ーマとして.の"

'"催します.

"月 6日(月)午後 1時-，時

rlia寮也同組合大a・金支荷〈太.'生町】

窓〉

く とき〉

くと己ろ〉

た
市
民
た
ち
か
り
バ
牟
リ
ス
ト
と

雪
官
富
や
貴
重
信

ど

が

霊

品

E

f

九

i
i
 

L一-
同
マ
?
1
罰
Z

〈

Z
B
!
i
 

p

p

て

t

T

f

人
海
高
暖
『O
分
の
人
生
g
A刀
訴
主

住
民
貨
の
街
次
V
千
E

と
も
み
こ
し
、

証
書
句
管
理

E常
在
ど

E

H

i

i

ハ

・

2

酋
之
E
R陶
傍
鼠
〕

と
8
M
十
二

十
士
一
円
ロ
マ
テ
マ
・
館
前
編
解
敏

の
贋
習
を
切
り
ひ
」ヲ
く
掌
脅
と
行

動事内

7
2
5

「
ひ
め
ゆ
2
5
V
問
い
合
わ

せ
，
g
@
四
三
五
六
・

円債
斧
剛
探
鎗
】
と
き
園
十
七
日

1

5

7

』

7

闘
い
。
適

格

そ

し

て

5

3

E

・
作
品
脹
映
画
会
ハ
十
八
日
v
、

i

i

i

、

劇
、
バ
ザ
l
、
み
こ
し
マ
問
い
合

わ
ぜ
目

'
ω-
o
n
0
・

〈内

西国策三市長

-・7*-'ム。ヨーヂ， .単一タ-

O 吋 ト

φプテーマ

..縄s・.

パ

ト

タ

イ

マ

に

置
用
保
険
適
用
甚
大

;

:

労

働

者

に

射

す

i

の

!

一

回

か
り
鉱
火
さ
れ
つ
，
の
各
要
件

に
笛
当
す
る
場
合
、
値
目

.
償
保
険
省
と
し
て
資
織
が
取
得

で

t
t

8
月

3
n
ザ
ン
タ
ウ
ン
高
の
原

ま

り

雪

z

r

f

ヘ

一
亙

平

九

四

車

問

マ

E

E

匿

名

z

t

a

J

l
品

一

色

主

三

点・
問
4
図

鑑思仮眠殿
町
の
マ
ル
ナ
カ

か
2
1
2
E
M
翌
ハ
十

七
aq

宇

図

書
町
の

聖

z

t

ニ
万
円
・

1

E

E

置

で

る

さ
ん
か
り
ye，

mvO
ペ
ヲ
ド
-

厳A航笥'̂針氏

ヨテプ，ーマ

.西亙俊民

快
適
都
市
づ
く
り
に
意
見
活
発

./11.11:氏袋良県立極期大浮歓慢

.fi!1J捨司氏 調節良女子大学績を費

馬場関幽夫氏奈良県.政調主"

谷奥・民"金旭区自治違合会畏

「活力のある町づ〈りJ

大綱生睡眠自栴虐合会長

[0'陸軍開園についてJ

劇 "臨時間

ザ内ーマ 「叩掴について」

0奈良市側出席者菌姐市長 駒害事助役割i助役袖因企画館

長山中...長 a・..腕僚長中尾市民.

a 
ζ の70-''''1<:-:>いて咽凶わ創刊間同 額 〈電帥IIU)

①
一
週
間
の
所
定
労
・
臨
時
聞
が
二

士

一時
間
以
上
Z
る
こ
と
・

②

-
e
以
k
引
き
続
き
贋
閉
さ
れ

き
』
と
が
見
込
ま
れ
る
一
E-

③
収
入
の
信
号
"
が
九
十
方
円
以
上

-

E

E

-

-

〈
わ
し
〈
降
、
音
公
共
聖

安
定
所
曹
州
保
験
道
m
m
〔包
@

一六
O
ニ
ヘ
問
い
合
わ
せ
て
〈

ど
さ
い
・

台
L

と
車
い
す
一
台
・
マ
写
欄
宙
開

三
丁
目
め
笠
腎
重
奈
川
さ
ん
か
ら

E

E

-
-

E

よ

自
河
川
附
図

鑑
需
弁
槍
民
民
生
児
責

委
員
泊
畿
会
か
今
ヨ
傍
奮
の
小
繍

ヘ
五
千
内
面
n
v
層
大
島
守
東
町
ニ

E
の
=
一
句
会
か
り
た
ん
Z

の

家

主

八

日

向
U
目

一
一
名
町
の
匿
名
の
方
か

iの
E

t

i
--百五
ー
さ

ん
か

2
建
千
百
袋
-
V国
大
命

北
町
の
脅
択
豹
千
さ
ん
か
り
a
m

，
ト
三
備
と
傑
溢
プ
レ
ー
ト

-

台
・

同
M
悶

宙照之宮腹
町
一
了
臼
の
Mm

-
鴫
帳
切
さ
ん
か
り
方
禽
免
へ
大

木勧銀

-4aa

向

日

目

E

4

-

i

有
開
会
社
高
衡
か

h

福
祉
旭
体

i

i

i

三
-

万
向
。
マ
柚
留
本
町
の
闘
ぷ
.

i

i

i

 

会
股
立
鍾
金
ヘ
一
-7方帥川
・

向
民
自
千
代
ケ
丘
三
了
U
の
山

?

i

t

童

三

百

点
i

ー

=
2

町
の
戸

E

さ
ん
か
ゆ
五
千
円
・
マ
大
安
寺

町

の

i

i

t

r

ぐ

2
2
l・v華

町
の
加
賀
即
位
さ
ん

a句
竃
動

;;一

i

t

i

 

側
m
日
発
閉
町
二

T
Uの
近
踊

ー
;
!
っ
百

五
↑
&
・

1

3

5

5

 

車
合
理
セ
ン
タ
ー

i

i
z
-

-

か

i

の

た

め

に

と
岡
千
百
円
・

同

官

僚
i

f

へ• 

子
百
八
十
五
門
・

8
月
初
目
盛
名
の
方
か
ら
ニ
ニ
下

円
-

悶
初
日
山
陵
町
の
富
久
飽
き

ん

か

i

v

喜

一

了

自
の
帥
木
拘
次
さ
ん
か
ら
主
m
e

i

;

ー

、

.

翌

十

冊
a
マ
行
総
噴
水
書
櫓
金
千
八

百
+
一
向
・

9
1
1
 

:
=
;
ヶ
一
同
好
会
か
ら

五
+
万
刊

1

2

i

i

北

z
i
z一百

同
8
日

近
鉄
百
貨
広
奈
良
底
か

ら
市
内
愛
人
ムホ
t
j
品
五
組
殴
ヘ

ト
傘
町
辺
警
m
のa・
4
--

E
ov-

-

二

自

の

事

国

軍

さ

ん
か
ら
交
通
遺
児
ヘ
四
千
内
・

岡
悶
B
継
体
地
区
民
生
唱
雷
雲

興
協
.
金
か
り
・

-sの
小
織
義

金
五
千
円
・
v
花
之
庄
三
園
町
二

i

i

i

売

網
か
り
市
ポ
ラ
ン
昼
7
4
ア
大
会

E
n
置
と
し
て
ず

ょ

っ

と
シ
-
v
t
プ
ペ
ン
シ
ル
セ
γ
ト

四
百
組
@

1

1

3

t

 

男
i

i

p

i

岡
市
の
社
会
細
祉
へ
五
十
万

円
・

1

2

5

童

会

か

り
一
万
円
・

問
凶
回
大
安
寺
町
の
花
村
千
代

i

t

一万
司

8

2

日

聖

書

の

匿

名

の

z

b

一
万
一
千
三
百

八

主

同・
自

図

画

大

Z

町
の
生
活
衛

聞

あ

り

2

と

か

量

一

固
な
り
ま
つ
り
出
発
上
告

一
墜
さ
万
円
・
V
右
京
三
了
且

の
隈
名
の
方
6
3
J
ハ
千
二
百
同
-

i
i
z
 

-
-
i
 

間
拘
目
六
条
町
の

Lrd義
検
さ

ん
か
り
i

z

f

f

i

t

i

 

同
幻
自
慢
名
の
方
か
ム
育
官
制
門
-

T

月

末

で

累

計

t

f

五
万
干
六
百
九
千
八
円
2

り
ま
し
'
・



賀町'"守

名

i
j
 

'
市
民
仇
納
得
民
内
遅
-
n
---m

・
取
障
問
俊
側
提
俊
%
・
会
長
》

1
1
8
八
主
号
車

き
れ
草
した・

今
凶
旬
、
で
は
也
氏
金
剛
ヨ
そ
そ
の
厳

硲
を
し
の
び
主
す
・

信
Z
u
g
一
子
六
年

Z

F

t

q

E

ま

隼

車
京
帝
筒
b
A
写
佐
官
宇
慮
、
昭
伺
三

i

i

z

t

 

位
以
来
S
し
た
秀
行
2

・zか
包
ア
イ
ヂ
4
7
で
弘
-ae--

4

2

a

量

産
の
置
に
z
z
t
ら

-
明
像
め
掴
贋
u
a
m
祭
場
.
倉
@

公
共
E
f
t
A
‘
人
闘
の

宮
市
雄
、
・
u
・
・
の
欠
乏
必
ど

よだ民市良奈

2

5

z

i

-

-周

般
多
の
網
瞳
舎
史
思
し
て
、
-
R
a
m

ι

品

S

E

a

m

-

u

ど
、
際
-
周
の
視
・
"
と
人
心
の
安
定

に
え
い
に
耳
z
t
た
・

2

2

2

ぃ

E

E

b厳
.
.
 
齢
、
-
葡
a
a
t
-
-
u

z
R走
塁
M

a

-
-
良
館
内
野
伊
句
@
街
-

t

f

i

F

2

 

文
化
e
関
鹿
実
視
.
.
 粛に
A
S
K
-思

i

f

-

-

一契

E

E

里
告

の

高

t

ぃ

2

8

2

2

位
通
産
と
す
ぐ
れ
た
風
光
の
事
向
"

の

r
z
T舞

L

Z

の

岡
隆
文
化
.
定
・
t
m
と
L
て
の
発

唄
文
W
前
a
w仲
h
h
'
に
・
a
k

ま
の
里
E
ら
わ
れ
t
q

l

i

i

 

-
a
a
m
箇
M
'
e
・
h
h
・
u
L
ζ

.』に喰
ι

倒
ι
宮
中
心
と
し
た
文
化
.

街
の
-
a
h
h
'
字
L
F
ホ
場
、
公

平成元毎日月，.

文
化
財
u
a
f
E
の
ゆ
で

E
Z
、
持
・
が
れ
て
ー

も
の
で
サ
・
雌
交
の
旗
色
瀬
良

z
f
u
E
〈
E
化
財
が

今
h
h
仏
え
ら
れ
て
い
嘆
す
・

L
H
Eb
b
-
の

r' 
事事・尻
町
の
島
町
議
み

銅
線
組
、
敏
喰
錘
録
公
盆
緬
綾

i
1
5
 

1
喜
劇
目
。

互
に
民
間
企

a

f

E

E

-
-
A匝
畿
膨
tz
a
ヌ
け
り
れ
ま
し

た
・-

a

E

の

i

!

の

f

t

i

z

t

i

i

 

2

2

6

1

t

 

(町

名

--
-ma震の
・
・
の
畏
-
e
s
ぷ

佐
伯
金女浪
【
昭
如
五
十
辱
V

-

E

E

 

心
を
そ
そ
ぎ
、
市
銀
浮
古
a
探
検
金
収

:
2
1
1
 

文
化
財
金
網
介
す
る
犀
受
晶慎
重句

開
援
金
M
U
的
.
，
レ
ピ
掲
の
開
輔
、
毎
月
-
m
三
回
・
目
@
「
ま
a
e

掌咽喝の間
賞

αど
に
も
大
い
に
カ
圃
困
』
の
宵
及
@
め
S
L
市
青
少

aF
Me
〈
さ
れ
a
L
P
』
・
圃
年
開
・
筒
.
会
M
F
'
a
L
ム
r
a
ス

i

i

i

:

ー

に

市

内

2

0

3

切

符
鋼
禽
舗
歯
周
金
《
慶
市
闘
帽
政
M
W
聞
問
。
四
L
T
r
n
a
の
A
n
u
v
笥
品
曹
長

公
健
箇
蚕
》
の
会
長
と
L
て
値
再
開
n
-
L
企
・
・
蚕
@
絡
-
m
特
趣

向
鴎
州
市
ス
ペ
イ
シ
ト
F
圃
士
一a
、
入
迫
文
字
ニ
点
M
-
u

wm、
ゆ
悶
晶
富
市
、
，
，
ν
-
A

圃
れ
、
縛
趨
作
u
v
一
月
七
臼
1
L
T

ペ
ι
H
a
v
イ
品
市
と
翁
良
市
と
の
反
圃
一
回
に
市
中
央
公
民
.
《
上
守
犠

“w
繍
鎌

a
・
w
-
n
a
u
w
-
a
一
町
》
・
岡
LT
四
H
S
+
九
日
に
温
叩

に
m
E
1
・
・
a
の
さ
文
化
@
m
A
H
-
丙
・
公
民
・

《-F
-
aJ
-
T
u
v

a
智
通
じ
民
捌
d
n
裂
の
錨
舞
金
・
岬
ら
一で
回am-ea--，
.

!

!

i

 

市
で
M
M
民
の
事
a
a
m
の
・
E
U
勿
で
す

J
一
順
不
同
働
蒜
・
5

E
代
時
文
化
“
E
臨
修
得
E
-
z

z
a
ゆ
川
朝
子
雀
峨
剛

?

Z

S

F

T

、

自

一
-
e
v

E
事
'
S
E
--ev

r
a
十
昭
+
-
月
三
自
に
e告
書
市
民
一
マ
岨
口
働
信
《
育
也
陶
7
uき

g

a

s

t

九

四2

M
I

s

t

-

i
i
!
 

マ
吉
岡
・
興
奮
《
祷
健
三
辱
v
v
・
-

を
・
調
子
(
大
-
R
図
鑑
写
】
マ
瑚
川
車

一週
間
信

『文
化
倒
M
m
・
-
明
週

綱

、

i

h

Z

E

E

-

i

ぃ

i

z

市
で
品
れ
注
文
化
財
量
e

E

A

S

揮

し

て

い

〈

た
め
の
S
a
d
e
-
z
は
峰
福
原
告
行
令

て

tし
p
z

i

s

E

ζ

 

nezで

『臼
磁
的
笛
毒
鞠
劇

調
必
」可『
民
g
a
a」、
『
.

網
開
禽
」可『
民
俗
'
u
・
調

理
z
-
-
z
a」
u

i

i

f

t

 

調食」
司「
文
'
周
盃
』
は
ど

E

J

い

5
・

E
に

ζ

れ

品

t

i

;

E

 

a

-

-

E

2

 

b 

l> 

z

i

i

t

p

 

a
-
E
a
し
て
い
a
a
e
'・

盆
た
.
近
、
市
内
東
.
の
問
主
叩

SIE
-
-と

呼
ば
れ
る
Z
M
内
"
の
E
e

.
め
て
い
a

t

8

1

2

3

 

e
中
心
h
h
位
。
e
a
R
6画
面

金
銭
す
民
政
U
MGMF
a
o
‘
-
a

も
し
い
槍
値
"
の
雰
闘
・
罰
金
た
た
え

てい.，.

-

F

i

u

-

-
嶋
血
管
制
慣
修
す
る
住
民
仰
の
.
領
も

せてい
g
t
こ

れ

u

z

u

ど

の

量

失

E

Z

E

T

a

た

2

町

2

8

t

ぃ
・
・
町
線
式
に
・
憲
、
・
・
8
れ

た
場
E
Z
E
E
-
じ

る
と
い
う
も
の
で
e
'・

ι
か
し

文
化
樹
U
摩
史
的
温

虚
で
ゐ
る
r
ゆ
で
M
M
a
旬
。
.
a
ぜ
ん
・

2

E

z

f

i

 

「摩
鹿
の
臼
」
ポ
ス
タ

ー
の
樋司書
作
品
渓
去
る

t

t

p

z

自

主

民

Z

S
ね
た
俊
俗
a
・
で
M
眠
、
-
a
e

---@出陣且
r

一定
の
脅
廷
で
・

古
E

2

2

2

8

い

現
f

ー

の

E

の

員

e
-
百
人
。
口
の
瞬
台
@
ト
u
u
e

に
罰
し
て
い
た
自
書
さ
れ

て
い
草
す
・
ζ
@
ょ
う
U
こ
と
か

ら
、
附
止
し
た
・
に
も
-
a
M
F
納

:

:

4

1

ら

ね

f

ミ
L
r
-
a
u釘

-
a
置
で
あ
る
た
@
員
い
年
舟
の

岨
聞
に
由
。
て
し
a
z
ぃ
、
そ
れ
を
・

5

-

z

f

t

u

で

t

e
a匂-

語
、
肉
照
科
学
分
虚
曹
の
a
a無

を
考
6
・
F
K
6
m
L
允
研
究
が
多

品

2

2

2

2

1

ミ

Z
E
S
T主

要
成
分
の
う
色
、
島
質
服
、
通
体

が

E

L

l

-

M

a

i

-
-

、

S

E

P

T

i

E

U

Z

て

;

何
が
あ
A
V
た
か
が
わ
か
均
・
5
e
'
・

。

を

さ

首

位

置

会覇
軍
玄

-m
五
紛
+
呼
-
F
ら
幽
た

-a

・入ι
τ
い
た
i
e
ζ
@

富
で
分
析
し
た
さ
』

ろ

a

E

型
S

5

2

2

2

で

す
・i

i

 

i

t

t

τ

 

草
P
A
Tれ

た
・
M
v
-
a
e
幽
閉
め
ム
に

も
@
《・
a

g

z

f

s

自
L
た
の

です・---m市
食
住
-a

畠
嗣
血
治
舎
箇震

..岡

.輔

t
、
T
い
文
化
の
倒
産
量

t

て

t

i

-

-
性
を
勉
め
て
い
a
t

-
F
i
i
 

u

t

i

l

e

 

-

u

S

7

2

2

 

町
そ
@
も
の
血
管

一
つ
の
淘
側
首
に

E
T
J
』
の
量
内
五
い
@

;
i
i
e
 

u
i
i
の
宮
崎
リ
、

!
日
:

i

z

i
;
7
4品
民

生

t

i

i

L

E

E

 

-
-
2
3・

-
去
の
腹
史
的
a
a
e
錨
簡
を

返
し
〈
且
理
解
し
き
ら
に
そ
れ
を

制
。
，
ち
の
e
戒
の
中
に
政
句
人
れ

E
雪
組
え
て
そ
こ
か
勺
さ

ら
に
T
い
ま
の
E
E
み

f

t

z

i

s

 

つ
s
a
e
い
后
委
こ
の
機
会
に
み
ん

認

で

Z

E

E

-

z

t

え

与
肥
衣

附
惇
留
守
凶
R
m
十
住廠《
M丹
駅
V

E
a現在
幼
ι
『婦
の
発
側
珂
念
e
-
R

幽喝
し
た
と
ζ
ろ
、
組
a
-
e
a竃
MV

-
Z
L
L
a
し
令
官
t

t

a

i

-

-

2

 

h

・
こ
の
よ
う
u
E
Z勺

τ
・
M
Z
王
L
た
ζ
と
が
ゐ
'
a

す
・
泊
呈
慨
は
、
幽
明
符
求
内
申
・
事
後

M
m
岨
咽
噌
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
-
AT

S

-

i

T

 

筆
、
-
a
t
れ
て
い
事
し
ら

ル白い
U
E
U

曜
に
よ
&
企
B
a

《
後
a
〕
を
銭
i

・
・
‘
必
る

い
帥
金
制
限
、
圃
庫
負
1
小
刀
L
と
も

に

Z

8

1

4

が

あ
る
企
こ
と
が
わ
か
り
5・

胞
哀
の
処
置
卸
何
に
よ
旬
て
、

2

2

2

M
左
右

Z

t

の
と
信
じ
ゅ
れ
て
い
a
L
t
・
eg

た
ζ
の
風
習
は
厳
a
a
-
肉
で
も

大
正
初
期
主
で
一
・
h
h
un
わ
れ

〔佐
億
四
写
V
V
大
蔵
uz，
(飛

車

年

V

I
E

S

困

信号】
V
上
野
黄
信
字
(
伎
Mm孟紅専
V

V
根
本
ヲ
ミ
コ

AV佐
保
ハ写
》

同幽明
以
白
柳
遍
余
金
M
m
】
明
治
・

-m本
鍵

同町
内
白
柳
会
民
M
岨
畑
町
'
イ
y

，aH
・
s・
-
-
マ
衝
鍾
悶
泊
四

六
車
実
行
勺
大
宮
J
守
的
悌

一岡

敬
麻
a
d"マ
事
織
凶

一
T内
此
・

1
!
i
 

E

h

g

g

t

 

i
!畑幸

噂
蜘
前
開
地
-
q'網
岡
鎗
マ
花
魁
z

i
--j
 

守
町
H
・
停
泊
マ
豆
‘
乎
手
ケ
丘

第
三
・
樋
川
由
率
三
郎
マ
富
民
館
場
町

三
T
-
自
前
三
干
宵
闇
拘
鋼
マ宙黒白民

均
一
町
一
了
同
讐
τ
小
川
構
想
V

八

E
目

?
;
i
e

自



'" 

-
m
良
市
a
咽
倒
@
膏
魁
4
a
u

，-
-
-
u
-
-
e
g
る
『
史
化
@
目
i

』
@
十
一
月
三

-g
kT闘

+

"-z
s
m
az
・
叉
化
セ
ン
タ
ー
で
・
大
に
・
・
白
ee伽
n
e
'

.

.

 
鉱
盆
&
-
a
m
m
E
@
伺
皿
仁
e，、
し
危
何
功
・
+
E
人

・
・

学

聾

文

化

E
i
i
i与
し

j

i

a

e
t
・
に
盆
，
.
@
u
a
闘
-
e
・
"
し
市
民
@
梱
値
と
@
ラ
て
い
・
・
z
司
・
九
人
@
島
町
七

i
E
E
-
-
i
i
i
i・

a
u
-
-
z
w
・

8々
と
そ
@
主
e
-

-
u
ラ
智
@
k
a
υ
で

v・

'

ー

一一一一一一~

賀町“7 ~

由

-
a

ょ，a・‘
mE'
a・
‘
広

め
る

λ
昔

E 

• ••• 
・

園町齢相同剖隼

・
・

5s

.
暢
・
建
省
随

園
舎
の

Z
&

・2
E

ikEL!1
-

る

よ'" 民

R
B闘
し
と

4
2

vzz 
幸

市2亀

ハ内尚
…………

口
駅
間

自

前

奈だ

-
明
細
6
a専

か

ー

で

WTa

n、
高
菜

e

-a
喧

三

回

1
一
四
一

h
i

骨

!
E
K
8

2町
一
面

-
s

初

E 

繍

よ

保
安

百

• 
-
閉
細
め
年

か
ら

m
a
--

言

E
f
i
z
z
 

-
司
竃
民
.
民
告
組
理
て
網
畿
剛
樋
繍

;
!
 

!!踊:" 

働

--
S
E
 

lf
-

-
少-専
の
.金

・
・2
嵐
山

a
z理

・
し

町
布
引

j
i
 

!
t
i
f
 

f
!
I
t
 

-
i
1
1
 

i
i
i
z
 

iに
噂

t
i
--

E 
E 

“ 

嶋

e
u
E
Z牽
密

-z・

聖
書
〕

主

2 

• 保
-
-
貸
小

売
-m

a
M
U
a宥

制
優
旬
畠
恩
院

-R.，E"幅
Mm

・-
τ
HteR辱

L

剛
耐
総

• 
2
2
 

法
自

弘

の
ゆ
創

E

p
h

・ω刊

L

;
1
i
'
 

j
i
 

-
-
'
i
i
 

B
1
2
1
1
 

;
i
 

fに

f
i
l

i
-
-

ぇ
・
り
八
位
》

ii11iit---i1ii
i
i
:
li---

49 
人

理
主

Zも
t
a

i
i
i
 

i
 

舗

a
i
--
附.に
L

」
E

・2
T

E勾
E

E
Tん
S

J
a
 

j
i
i
 

!
?
i
 

i
j
i
 

i
i
;ー

の

j
i
 

f
-
-
t
e
 

:
i
-

i
-
i
u高

4
i
i
 

i
!
?
 

j
i
t
 

-
-
-
8
 

s 
軍

yegm郡
白
血

?Eめ
免
-

f
iま

で

i
E

i

-

-
E
t
iの
童
福

i
i!
 

ZL52際

E
Si

 

-
E
苦

闘
か
ら
今
日

i

で軍
E

圃
免
噌
て
a
z
m

・
・
マ
+
金
峰
冨
m

!
s
i
t
 

--ftiLtL2 

5

i

 

!
"
!
 

j
i
 

'
t
i
iヶ

iγ
-3 

言

• 
"' 

E 

E 
市

'‘ ...町
自治会長 .

i
 

，.調
am

同

2 
2 

出

• 
'‘ • 下久間

，.会長 .

庫旭町
固 め 1

t
i
s
-

ip--置

i
s

j
i
-
-

u--A3た
人

E 
主

“ 会
社
総
長

M
 z
 
z
 

E
 

民
・

公
副
市

• 
1
・
tze 
B
E危

'ta 
i
 

i
i
i
 

" 
'電

η 

• 日明柚.‘.

ま

• 盲

舗

Mm4二i• • 取・町B・金属.

..岡町鮒

拍

31努!?!

同

T 

‘s 

首

里

“ .鴫

附公量:u..

庄町8練会長
• 
舗
-
• 

旭町軸

.市町

Z
-量

“ 
.~日2.i

..脇町2・

;
t
i
 

し

i
z--E;
i
 

舗

.~ 

《公割fE〉
五働西二戸g

訓毎日叫

iiEト
~，町

" 

..町 2・

a 
鋼

需::Mt.
A圃 hf回

• 2・
z 

(m~結晶

鍋

司6
n 

= 
会
“
踊

哨
川
畑
山 .・町 1210

(::~鵠;}
" • • 

i"i"'it町S

n 

眼目輔自

主
紛
S睦

(iiiia 

印刷

都副13

山
口

量

E 
E 

E 
E 

E 

• 
三脚 l町

J -11 

t当
.沿

a 
a 

事

..町醐引

情

• 
時

E 

剛ホf町jEZ

E 
量

• ， 
事
実

5・
E 
E 書官制

" 

J電堅固
• 

温品:.Il
" 

《醤占44》

回

• 司健
留 守

《軸公量船

j

E

 

!
!
 

-官軍i
 

開
侮
・
φ
“
闘

に
入
時

a

s
e
a
m
阻
・

;
E
i
z
a
 

-

-》
-
a
u周-h

n
 

i
 

-T
E
 

-aa分
開
・

魁
A
1

・2
・町町民@停櫨司に
-
E司

0
・四

i
一iz

網..凪・".-1'，1ll182!5DJ4 

• z 
聖

• S泊

• " • 
-m 

明
掬
偏

e

-en市
渇
障
関

団
事
厳
合
“
聞

闘
と
信
嗣
ワaa分

凶
・

• ...崎町
11-10 

1
・1tag-

在

E
T
E
-
-
m

i
i
z
i
 

u+

・
Et--qb

市

z
l
i
 

開・k酬

a量・
目
2

.，me巾
柵
町

'
聞
竃
録
曲

目

-
S
R

-
aa錫
弓

i
i
q
p
 

町
一
=

出

' R 

‘5 

i
 i
 

'i防i
 

F
I
 

i
 

i
t
t
t
 

町一一
二一
一一号

z 
思

" 

珊 柑 酎

E 
E 

径

-E鯛
緬
『

i
 

'
E
草

;
3
 

.掴・8
分
闘

.

.
 企

buhv
・
iの

I
一
E

• 

山・町間

市

Z
吉
富
二
よ

『ふ
れ
ぬ
い

E
i
s

a
Aアレ
ピ

《U
H
F
M調
4
7

・
ン
*

ル
》
で
・
週
厳
映
し

τぃ
-zす
・

i
f
s
i
 

tz--Eに占
師

作
悔
帽
を
τ
巾
民
の
符
さ
ん
の
勉
震

の
闘
に

2
2
tの
で
す
-

E
a
l
i
t-

毎
週
泳
・
日
午
後
む
盛
時
五
十
五

i
t
i
i
 

本
喧
U
午
後
九
脅
S
同
五
分
・



■■L--1■･,r_1▲_Z･~-.-.--.-~.1.1-
--
--;--.

ケ丘】Tptq

I■■J
■山
■
Jl
=

■■

〇
二

1

億

汀･<

鼠

冊州

撒

●iりLJL▲

I

■t､l

rT-u▲

暮

L
よ_
Ir●●

Jtlt･･_IJ'/･卓
●ヽ∧l

九.r
石

])J_LLP.ヽ■l■Jrt■t
J
Jr
･▲
R｢ハ

■

l

irL､且たらの
羨
t托IL
いう巾
が弘L.ち■くもe事く

てみてt
uL.してそれiL見4:の■い
なのです.

うtと

りt虹たちはt

rてい

■
I
d

の
+

･L(り'心*

○

も
で
し
▲
ウ
i
rr
t
の
井
■
t
J!

1
･フ

レ
r.シ
.
ヰ
叫
■
と
し
.
∩

る

一

つ
の
V･
が
i
.ク
と
し
て
､
■

分
の
し
た
い
･)
と
+
汁
_
f
U
I

tf_･JhLI小BJd
-
し■●▲ヽ
LJJr-∫.t

比較してろ1し▲う.
よ
と
の

ふれ<いの■■やJlJ

tr白▲の空
-<

の

平均カ
への杜

卓■加

などC

t金も一

●
噂

r
F柏ハ-年

の一等r壬
で
以
･L･
il
it¢
▲
b
<
O
u
で

書見･Oと､]T
C

十ltrtで
す
.

(

ちなみ

に柴川■Tru

二千六
仝暮

にとTても､_く人の

… 買至…蔓重量圭雲萱 ;･芋蔓
｢!
-.小
山

｢ ⑭㊥@

市

s!. 

奈

息
量

-
b同
日
目

晶

nazで同・・

-
-
a
a
q
-

-1
 

i
g
i
 

t

l

:

 

の-》
a 
g 

• " 

良

ij!袋詰!品
E 
2 
T・

ek盆
包
.
事

・
剛阻“
e

-t
z
・

m
m
g

で却写
.‘.n
周
べ
.

開
決
伺
.
玄
住

i

i

 

t
i
!
 

1
a
z
-
-
E
?
-

s
 

調官

" -
闘

平成元年"川 1白

聞協益奮闘
ア
同
日
日
目

An--ed・
-岡、m
・

E
関

ー

eLて
E

!
i
 

t
i
E
a
 

i
!
 

iT白
一一
一》

h・3匪
四
5・“ 

会

aGa官
世

am市

剤

"

同
展
富
市
"
箇

に入閣崎、以
象

a
-
e
?
倉

ー
'‘ 

問

議

j 
i書
課
捜
踏i

i悶

iiii 
i蹄
i温

E 

" 
g
E
B
E買

l
i
 

--
-
Eと岡崎巴

園開鴎雌・
a

-eLe岡Mm

@

i

1

1

 

割削-e-R・
0

外海・内安調Mm

i
j
E
 

‘At--zz-

i
i
t
毒
自

!
j
 

i
 

--e
比，
Q-a"E'em

s

!

i

h

 

j
i
 

!

k

i

 

s
l
a
 

m-住
g

開

会

Mu--R
・
I
・

-
b
ら
今
臼
ea

劇で時侮余e

-ER--にわた

・
嗣
蔽
負
荷
主

j
i
-

-、
5
・i

i

i

i

 

i
主
i
t
t

ill-

;

i

i

 

!
;
 

i

i

i

 

i
i
 

iziz--A・

1
8
 

量
久• • 

E 

-• • 
E
 

-
u
f
 

ー!-S
E
L
 

l
τ人

Ea

z
i
 

j
i
-

-
q
!
 

EEKげに脅EE署
E

i
j
 

九

h
-E

f
i
 

.釦m
・ 誌につ

i
a
i

豊
富
e
t
-
-

iにELているJE

!

2

2

1

 

!

z

t

 

!
 

?ぃ

ja-s

i
a
i
 

A
i
t
t
 

z 
E 

mrt泌

自

曹

" 
倣
険
外
交aR 

崎
一肌臼

医誼

" 

i
 

畏会禍自節命

9 
人

z

i

i

 

nした
人

-m-Em伺

u'

-H
Z
 

叫
と

R
h開
e

d
糊
側
面
Z
再

;
!
R
 

量

" 
2 

" 
E
1
 

.
食
俺
必
官
官

i
i
 

l
k
i
 

f
-
L
S
 

i
f
a
t
E
T
i
-
-
i
l
u
 

i

b

-

-

F

τ

t

i

f

-

-
ぞ

E
E
E
5
2
以
上
4
し
E
t

1
1
E
L
t
q
事

E
一
TE中
一開。

E-E
E
 

LE
S
 

T
-
-m

・比
m

M

幕
、
休
日
夜

!
;
 

;

i

i

 

E
に
S
L
i
t

-
-
a

-o 

磁

7 • 
“ 
E 

a・.町m

睡
眠
師

-
U
N
 

--，防・柑

j
h
i
t
-

E
伝
冨

T
E
A-E

E 

• 

帽剛"， 

書

• ‘a 

E 

" • 
121ii 

総• 
ー•••• 

手

a-z-e

s
R
E
 

一a

寝室岡恨の
拠
櫛

属

文

.喜

E

• 
E 
E 
‘t 

に

舗
側

億

Haa

!
i
 

nγ、
樹首尻
eZ岡崎‘の刷主得健

!
i
 

町

一一》
z 

• 区

画

廊‘
me-n・

F

し

τい

A

陶
予
動
機
恒
'

a
・に銅
，降、鰍回債

!
i
 

i
z
z
z
i
 

t
b
L
i
f
 

豊一面一

-u

E
 • • 
騎

-R総
0

・
富市
M
F

実
-
-

Lているa

幼

製

写

-

a
書予防

の，，.育盆

!

i

i

i

 

i

!

S

A

 

f
z
 :!提出

E 
E 

きum，
1i;!::又i

i iii;iliiii 

E 

E 

ー
の

i
@
t
E
 

i
-
-

i

i

i

 

!

!

a
自

衛生の陶』協同似してih--

z
i
;
 

E 
Z f

i
i
 

i
l
zぞ

れ拘留写以上‘繍hnしmM民@.“"

:向上にELて
いる
・0
断

E
E二】

量

• 
i
 

i
 

i
r
 

'
d
d
'
4

，
 

T
 

型

E
S
 

--鴫h"
に鋼管V4

・市の梅拠
1r政
儒
道

に君主

B
i
g

-
》

価問・-e喝毒
1
2
 

i
 

t
i
 

i
 

!
i
 

耳え

っ員
一突
の

。 省• 
働

克

明

畿と

1
1
1
1
1
1
・

U月
U「ゆとり鋼an問
、
盆でヰ畿E宿で何に2

4
2
n
聞
で
す
が
こ
ん
t
t
r
t
a
E

忽幽いがこも宅でい-ze--
Lて
『レジ・余曜嶋岡
』

E
凶
器
大
国
@
豊
富
t
S
S
E
-
z
u

r
i
i
i
t
F
自
主
〈

f
の
S
E
E
L
PZL
し
て
i
h
-
-
&

t
i
z
f
f
ぃ

4
2
8
2
f

z
τ
、
t
L
E
E
Z
量ぃ

z
z・

うゆとりを弘たち川瞳冊、てい命・時閣の陣人u、心身@

Z
L
i
i
i
i
i
=
!
a
 

z
i
-
-
J
Z
L
E
i
p
a
 

i
s
i
g
i
t
u
i-家

比

mLてみazしa令
.a&のふれ&いの嶋崎
φ

・‘

i
m
i
l
t
-
i
i
 

t
R
f
i
S
E
E
-
t
i
 

e見ると

一vd守
一時闘です
・

《EZea--二tn
量

E
，
E
F
s

a
t
t
i
-
-
の
向
上
i
i

れで隠取米信

1
I
ll
e
-
-
J
a
F
Z
H

岨

-

一

聞はどうでし

一

f

L
V1ト
J

人材・MWUど

;
・tり一‘
.曜日
レ
函
一の
プ
Z
T

MM六十
一一写b
1
・開制掴ま
一m
f
f
F・

の撃ですが

幡
、冶
罰
惨
刊
一向型
単に害時間

:
J
Z
S
JU
H
m
E
堕

脅ばよいと

否個十九時崎、
骨J

柑

E
4
z
f

h
竺
いう時代は際

4
eリ
ス
乎
九

any
-隊
十
--
d

h亘
わ
句
ま

L
供
一-

p

t
一
軍
事
ゆ
監

t
z
・

7

i

-

i

l

-

-

六百阿十二益司「
・1・，tat---'10しかり・・《労

聞とは噌ていagす
・開じ昏遍・の置の定刻て除hu企・8U

鋼とい噌τ‘、併話・時闘にMMゆ噌
〈句休むという、apH1

4
5
e
T
M
Z
で
t
A
t
E，古
E品

るわけです
・

代です
・

こうした勿益岡崎.m
，ea・72Eと案策
し主遍e-

梼してい〈ために閣で品・しむこときf-

i
l
i
s
a
i
t
h
も

i
i
E
a
t
-
-
〈
す
る
た
め
の

t
z
i
-
-
i
t
i
 

p--
z
z
i
u
a
q
 

λ
;
i-i
 

s
l
eえ

望
書

E
R型
量

⑨
命
事
改
術
総
体
・

2事
実
興

海礎体曜の定.

⑧ま断定外労・時闘の削誠

昭初五十八位奪以"の世舗網

'一

nt、



苅667や 諌 ▲ 市 民 だ J:り

I･ 言.書 中e,-1=‡三三号;'ト- 一才巧廻J_ ク★スfLlリ148 壷で炉 呈魁 職

制W ..; -1'町 ,-I≡養魚手やかぶ ヰ銭骨錐屯見え'}:1J g柚 重 畳轟賄 ■のf 芋 - .■令ナマイペース マ<1

イ7 莞f= 書付ちかdl*t‥ L,t孟習こ高慧芸■uJ圭芋茎 芸主土手宗主文言2 芸ii魯重宝紺 等主筆蔓摘重量 誓三重 阜藁書 写: ■tLI土ちたE.iIlkわ､日l■十大六全書u 渇 ,.. . 一一 こ控言言号3竺こち

; J;〔Et.至宝頁さ一望 三十竺F.左'.妄念▲九{Lt-<t もす. , ,… ,L 芸旨蘭 書雲量董しヽたし●■Iヽ二TlAt■■らり** 享鼠三三3ミ早召̂.莞消IdtJtけて▲力J

t 萱酢 至墨 書室蘭 裏書くLiお*早苗等竺真実空言.;.t'i古宇空手蒜言古 と苦,1' 鮒

冊 誉 百 細萱W 等!mF 1-t+tIJI hL諌 ゆ巨

開}

..¥..¥汗
いい踊
S刷。人

事成元年11Jj 1日

T
E
t
s
 

体
宵
の
日
の

t

f
q鱒
一
+

ニ
開
高
島
市
民
ス

ポ
ー
ツ
@
つ
ど
い

が
刷
か
れ
、
園
内
，

i

2

 

2
zt金

崎
に
駒
x
nO
R
百

人
M
F
，
鋼
、
和
銀

aeいあ
い
と
般
の

一aea震

ιみ

a

L
允
・

eaで・
・
し

ee一

ム
八

Z
ウ
ン

5
1
v

』

一

月

d'
 

• 
・"がか-

T
 

ゲ

'
L"で

じ
-
3

・
マsa守

M'絹7~

• 
一
-mの
網
冨
で
割
合
M
F
E
わ
る

や也、

牛滅宮跡ii及え佐、

;
i
 

理
処
蝿
の
寸
平

a
.m.縛

花
大
会
』

が

1
5か

ら
術
向
M

市
役
所
玄

附
酋
閉
広
趨
で
賄
事

の
重
し

pz
f
E
-z 

u
ゅ
の
刊

a
w艇

に
よ

J
白か

ら

2
2
2

eAm
B
B
私
自
国
昭
刊誌昌
司

i
s
i
k
f
 

こ

E
i
-

-A富
良
1

八
百
人
v
u
p
会
随

:ーを
E
K子

さ
れ
企
と
い
b
れ
、
岡
大
会
“
こ

れ
に

S
G
ん
で
昭
和
闘
争
六
年
か

品
t、
今
自
で

t九
刊
は

自
由
1
2
q

-
k
k
a司
三
本
立
@
・
助
、

E
i
i
-
1
 

偽
・舗

の
ふ
《
い

uaf自
主

Lー

を
相
重
信

τい
ま
す
・

乙
の
豊
富
早
一
月
一

同
H
S
で
聞
か
れ
て
魯
旬
、
見
ご

い
う
一
、
と
で
す
・

・
奪
禽
隠--mす

る

-R
P
・4置

i
I
L
i
i
 

i

i

?
と
い

;
4
1
7
:警
護

し
た
・
雪
亨

ttZ細
か
切
大

E
3
7
2
・68
R

E
Z
E
S
t
-
M
 

o-品
L
f
e
z
-

を生

T
2
A
Z
t

危
な
か
に
陪

S

主
主
て

ぴ
勺
〈
り
す
る
ι
ι0・

4九
f
u
-
Z
4
3

4ae-司銚
・
ぃ
‘
タ
，
.守1

u
t
t
恨

の
峻
貧
血
管
時
わ
い

草
し
た
・-m

au文

2
3
1
 

2
EE
 

j』

す
掌
・
南
保
育

園
の

E
2

制
空
の
下
、
慎
重

小
掌
綬
体
育
大
会

働
一一-+
向
市
立
小
争
防
隊
術
L
A

-
5
2
-
R
L
T
二

-+八
人

小
書
わ
や
か
"
勘

ma司れ
e'e下、

A
R
t
t
i
 

喜

E凶

E
t

ば
い
が
ん
ば
り

eBL
周
囲
ヤ
ス
さ
ん

百

織

に

市
内
で
現
在
九
人

ゆ
と
り
田
広

場

奈
良
県
四
つ
ど
い

T
E
S悶
:
i

E一
字
一

i

i

z
q
i
f
s
 

t
n
E市
E
E
a

i
l
i-

-図
E
U
F
=失

明
L

2
L企
ぞ
一
-
写
は
ど
前
主
で
は

と
て
も
元
気
で

y
a
bL金

L
て
い

sk
足
立
軍
少
し
ム

ら
つ
〈
ょ
う

E
J
t員

i
i
I
6
 

S
E

i

-

ζ

@

品
E
z
-
-
a

aan--ma'蝿
U
ど
が
、
-
と

i
i
e
Eと

を
開

eaza，.

花
木
の
展
示
即
売
会

T
u
t
-
t
t
a
 

す
・

i
f
i
r
e
 

-，、
ζ
企
企
-
R
ぺ
る
こ
と
』
と
厳

ιτ
い

atq

2
4
6
4
2
u
 

f
i
?
i
t
 

へ
E
一
E
t
-
--

zawH
・2
2
a

i
eっ
E
t
i

-
-
思
す
・

と

--un笥
nAt》
初

日
《
目
》
年

a，
時
t
q
-
s

'
f
f
z
p
E
 

“
E'ν
伺
伺

Z2V即
樺
仲
間

u
・2
、
E・

1ど

掴
問
い
合
わ
品
電
凶
同
組
欄
合
の
鴨
多

名
医
固
温

で

夜
間
喧
行
止
め

tm
の
F

ホ
逼
I

・

M
・-内、

ζ
の
U
ど

A7gの
偽
町
の
F

・・で

i
t
i
e
-

t

i

iで
S
I

Z
E
s
-自
で
こ
れ

'
z
i
z
-
-

i
i
i
 

受
け
る
」
と
に
怒
り
a
g
し
だ
・

u

;

t
lf

i

 

u
E聖
書
に
量
L
て

，
、
だ
さ
い
・

雨
水
洋
町
マ
西
九
段
町
五
丁
白

v
j
i
i
 

E
E
E
V
EZ一知

E了
臼
マ
雨
天

seE丁

目
マ
尚
天
樽
手
酌

Av--闘噌
一

Tnv同一一一
T
肉
料

vbham-了

阿マ
2

・-ThωV問
問

γ臼

下
水
温
処
理
区

鍵
へ
五
一
ニ
戸

名
阪
同
通
A
M
開
通
舗
吟
』
が
て

2
2

ヲ

1
4
A行

告

と

は

2す・

j
i
n
n
g
i
 

=
申

し

込

み

は

来

=
年
四
月
末
ま
で

]
園
E
里
a聖

一
U
Y

一
戸

一
国
民
金
鍾
公

a-E泰

士

Ez--ど
も
の
い

ミ
a

一
る
人
の
た
泌
に
『
温
働
子
P

一四
一

y
』

eaけて
い

-e'・

一目
一
高
M
q
a
同
司
凶
理
人
、
ト
A

，Z
Z
E
s
t
 

-aeaと
す
る
人

ω気
"
は
利

用
し
て
，
、
だ
さ
い
・

i
t
i
n
 

s
i
i
f
f
 

さ
ん
(
包
⑮

8088Vヘ
・

と
-
-
目

nnロ日
A

金
】
午
後

11
‘ーところ
'

E
i
-
-マ

内
潟
開
制
鍾
・
崎
川
凶
m
・

e--例

凪刻現

-aa--の・
扇
舟
-z

符
民

『・
軍
陣
時
@
陸
b
・

i
i
i
 

に
、
宮

ma労
-a--mE'a

《

g
M

・11
0
2》
ヘ
・

E
7
3
6
E目
等

航

6
時
マ
組
制
限
闘
・
天
想
I

CSよ野
ltA亀山
lcs

h
l
a
z
-
-ろ
か

り
大
阪
方
自
己
行
川
崎
竜

ht】
マ

聞
い

E
T
5
2

道
下
・
・
倫
4m
《
曾

紬

w
i
s
-

-VA吋・

今
た
ら

M
T
Oに
剛
L
U
O
ん
で
，
、
K

F

、.
E
L
 E

--
z
a
g
 

育
万
両
以
内
マ
毒
続
方
盆
・

5

2
2
n
a
f
v
g
-

M
写

60%《拘
a-u変
旬
る

」
と
が
あ
加

eze'vV健
筆
'

i
i
f
 

umm雇人
二
人
以
上

VV申

し
込
み

E
・2
4
2
・

で
・

，
、
わ
し
い
一
、
と
は
阿
“
R
・
・
公

雌

'a京
訴
定
"
伶
厳
命
』
日

，

官。804lv、
snHua--寄

り
の
・
・
・
網
ヘ
飼
い
の
わ
・
て

〈
従
事
い
・



奈 良 市 民

I

!

バ

プチワークキ
ル
ト
汝
▲

12
月
2
日
1
-来
年

2月
2

4日の
毎

Jq
土
■
日
中
爪
9
時
半
～
什
1
e

EF人加
入
.

_
II
I
r

..;
･

/
'
,r

E｡
八
兆
日
の
iF
_
水
t
ED
午
後
1

時
半
1
1
時
｡
3'
人
称
人
｡

戦
受
汝
一血巾
5
(古
t.往
復
は
が
さ
に

JE一
LJ

m
◆
.
Lt
;

_
I

q
鵜
弄
り
を
か
い
て
､
11
月
1

日
l
IL
I
-
I
l
.〃
■

.
7

-
I

E
rr
.
･
J
(
.
_
●

qi一
J=
･.
I
/
;
1
'
T

か

文

化
dB
と
Jb
-
日
月
1
日

日

∵
T
T.
I

L.()･ヽ

r
･
2
'
-
,･
t
･
;
↑

.J
_

JF
▲
p
f
･n
L

I
_

t
/;

.
A/

f
M
r
EI(

_
t
･･'

神
分
か
り
､
フ
t
I
タ
ダ
/
r<)､

文
蓮

台
(年
後
1
9
-
2
q
t

T人と
す
う
事
に
つ
い
て
｣
寺
沢

苑
溺
さ
ん
)､
ナ
ナ
ゾ
ナ

ィ
ー
バ

ナー(咋併

10時～

日時

半)､

糾
札
バ
ザ
ー

(年
前
日
時
半
～
乍

後
手
噂
半
へ
サ
ン
ド
イ
ナ
ナ
)

匪
暮
入
n

汝
暮
12
月
5
日
～

乗
鞍
3
月
神
目
の
海
月
第
1

3

火
T
日
付
後
1
時
Ll
1
時
半

(1

月
は
休
み
).
犯
人
.

●
▼
■
▼
P'
ホ

7
-._■
7
1
_
)

点
字
〟q

e
j6
'
氏
名
､
年
山
､

讃

壬
L.キ
書
い
て
､
tt
月
t

一
l

∴ヽ●
I
I

_'
.
7

LI

∩L-_-
.V_

<
_
JI
′
■
l
J
■
■
.

>
淵

!

Ji
暮

11
月
別
ヨ
･I
来
年
3
月
川

..
′
Lq
■
一
lI
T
,,～
_
-
叫
†
-

3
特
半

へ12
月
g
;日

･･･月
5
日

日
比
み
).
成
人
卸
<
'

t
B
t
t
._
i

q
{
′
J
.■

t
m
■'
-
一
J.
i
(.
'
l
▲
L

往
時
J
Jし
の
び

#
毛
8
5E
L
上

う
と
ナ
る
も
の
で
す
｡

L･
;
;
I
-_

1
'
-
_
tL
J
r

ヽ
?
･
ヽ
･
Jl

●

-JrI

EZM=など

i,
_

Z-_
1
'
I+
■
i
J

L･
-
;
{4.1

t
IJdtI■

L･
.

.-_
I
I,_B
･R

T･■

L･

;
1
日

t
'
-
-
●
J
i

.イ
･
'
1

.
の､
｢J
の
-I

L
･
Ipr
::8

-
,
I
G
F
J
I

t
p-
_

t4
良
は
成
人
40
人
.
#
t
は
帝

稚
山

坂
ii
J
(
辛
J=汝
の
ei,瞭
*
■

t
l.
I
;
■
･
い
■
IL
7
り
'-
a

T
.
●
■
く
'
■
..
T.
II
Tt
LL
r

に
零

も
､
任
所

氏
名
､
稚
_
I

t
m
I
い
･･
_
..
1

日
.
;

I
ll
I
l
t
一∴
‥
■
.
.
･y
_
I

●
■
r

.'
'-
.'
J-Ir

.f
L
■
l

牧にl

人ZZり

.

'
▲
■
_
■
～
_
(L
r
l
.
r

l
t
-
r
I,
1

■
T.
Lm
;
I

(め
い
さ
つ
)
t
B5･
っ
て
山
が
や

ナ
ウ
い
だ
血
と
EZ
本
の
中
畑
邑

t
d
-
1･
t
.

と
JP
-
11
月
17
日

(令
)
午
秋

1
時
半
1
3
時
半
∇
淀
A

z･
巾

内
托
ほ
の
成
人
Ei;人
∇
m

l

武
田
N
=明
氏

(作
曲
安
)､
R

tt
芳
子
氏

(
ノ
ア
ウ
ノ
t
手
)

ヽ
.

I
_
.I-
1
l.-
▼

Ir
一
I

さ

加瀬
鬼
石

はHE:_4日･Nで

h■
.1r
I･3
'

.

ヨ

同

日
闘

旧
国

■･■■■II
h■■'P

とQ-日
月糾C](金)午
杜

-
E
-
'

'
t
∵
●
-

1L

I
I
rや
亮
現
役
の
時
代
｣
京

■
J'
(
>
■
t
▼
■
r
t
_

J

次
さ
ん

事
加

結
B
G名
は
､
は
が
き
に
住

TF

氏
名
へ
年
a
そ
書
い
て
.
;

也-t
hTLJL
･
mJEWT

潜血EB-tB 由⑳tB甜〔淡
白〕謡t書芸呈∈

11別9E]旧)q=鍵2時の柾ほか;

薮
箭蒜
,

p

l
y

,

i

/

T;

,f
5Wj
gル〔曲酌
の,と生 理 巨

1伯21E]㈱ q=後6 桝
持ちL"r 'L"ち

大人2
.
∝K) 円中学生以下1 .

000円( 'jLWでt Fまttん);

芸濃は いすれも而史 跡文化センター(三条
大搭 -T巨⇒)

貞

敷

dn

J
h_

'
巾
_
F

r
i'

..
I
,

ェ
/
バ
I
T

ン
サ
ン
プ

ル
｣

r
■

･
'
,

秦
全
か
つ
ぎ

の
と
お
り
E

t
き
れ
W
T
.

今
回
は
事
二

■
r■

凡て

同

量として琶クリr(マ

p<
+

十Oルの払々そtTし

て
い
た
だ

JA
ま
す
.

(と
き
し
は
〃
9
日

(土
し
辛
故

6
q

半

〔と
こ
ろ
)
市
史
は
文
化
セ
/
'

-

(二
丁重
人
品
一
丁
日
)

+
日日

■

■
.
'
＼
-
､
ヽ

の
｢
カ
ノ
ン
｣､
ナ
◆
イ
n
フ

F (
マ
Ft

+
十
d
ル
q

L定
見
〕

<
百
<

申
し
込
み
は
任
横
川
が
JA

に
任

所
･
氏
名

(五
tS

用
に
も
)
､
牢

J

_
■
●
i
･･
_
..

･

;

月
E5
日
ま
で
に
必
書

T,市
文
化
a

(▼
轡

l重
大
黙
tE

I
T
旦

一
'
℡
伽
-
1
-

1
)
へ
.
は
が

4

F
h

-
i_
.

.
t
■
下
l

A.′
●
T
り
■
一
.

F
IC
)
T
t
止
,.i
tA

T
t:
♪

市
民

の
青
果
岨
件
が

l丑
に
会

ナ
ろ
｢t
二
回
市
布
兼
7
▲
r(

チ

ィ
パ
ル
｣
が
市
<
裏

入
会
の
硬

tTr.√
･●J
_
r
L
n
-
-
.

よ
さ
-
2
月
_
ED
(日
)
∇
と

こ
ろ
-

市
史
a
文
化
セ
/
タ
ー

一

･
L･

Z._
･
小
Y
t
I
●

p.
-
の
六
■
'
_
1
E'-
寸
■

枚
25
人
以
上
の
丁
マ
ナ
ュ
丁
昔

t
f=
<

さ
加

申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

7
_
T
L,r

t
E
;4
'
._

E
I
.

巾
三
十
)
内
の
同
フ
ェ
ス
ナ
ィ
バ

<
墨

色
只金

(℡
GSLr,0
8
0
)

の
大
雨
柑
巳
さ
ん
へ.

一
'
℡
砂
1
1
1

1
)
へ
.
く
わ

し
-
u
伺
FF
へ

.

と
き
I
12
月
I
EZ
(仝

〕
半
片

9時～午錬7時

(年
後
5
時

以
ZE
は
市
史
青
の
･e
)'
伺
～

日

(上
)
年
月
8
時
半
-

寸
後

～
時
∇
と
こ
ろ
-
LE
す

年
の
6*

(半
EE
朋

町
)
∇
対
史

I市内

在
任
･

嘉

窪
十
の
い
ず
れ

A
lJ
･=:F

'
■
,_

･
･
i

/
.
_
■
■I+
JB
r,'
JF,7
_

オ
リ
エ

ノ
テ
ー
リ
ン
グ

e
■
_

L
L
L
J

_

I
I
ln

市
墨

や
金
が
t
-

エ
/

ナ
ー
リ
ン
ダ
3
鞍
公
曙
押
王

は

定
JB

b
=会

へ
l
次

二
次
h
控

)

I
I(.I.L
L'
_l▼.

.●

11.-■.I
I
I,
1

E]∇
と
こ
ろ
-
12
月
2
E3

3

日
は
市
fE

少
年
貰

ii
t
ノ

タ

八坂
LZ
iF
)

5
.月
e
ts

は
♯
良
1
-
Ft
ホ
ス
ナ
ル
(蛙

Ir
IJ
,
i,
I<
J
I

rJ
叫
J

加
#
以
上
の
人
知
人
､
二
次
■

料
-
二
千
円

へ別
に
点
#
撃
T

il
l
■

章

句
古
は
は
が
き
に
任
所
､

氏
名
へ
生
年
月
日
へ
年
■
､
票

さ
せ
'

勅
緒
先
t
t
リ
エ
/
ナ
ー

リ

ンダは
S
の
稚

度､
l
次

二

次の朋を書いて､1

1月加EEi

I
h
.
_
I
1.

1
▲A
の.I
e

lJ'

氏

(▼
脚

2ー
失
E=
h
-
1
D
Jハ

日
)

へ
.
問
い
合
わ
せ
は
午
牡
8

時
-
10

時
i
Jt決
で
同
氏

(℡
㊥

0

3-L
～
)
へ
.

‥
;
;
;
い

i

dI

･湖

ウ
ト
日
月
揃
で
次
の

▲
う

にZt

.

._IIJI
/./..
1

'
'

人間
有
-
平
車
te牢
k

の
小
芋

l
-
1二
年
生

の琴TBJ
■

(札

の
半
年
､
中

tt
放
生
も
入

iA

可)∇
申
し
込
み
-
はが
き

に

代
所
､
氏
名
､
生
年
月
EE

倖

J
FL

IJ.
E
..1●■
1.
1
-

,
I

▼
5
'
法
N
巾
l七

〇
二
､
市

f
hhI
J.4
'
<,LL

_

'
｡

丁
セ
ン
タ

内
日
本
ボ

イ
r(

4二

･
三

■
II
一
JZ

r
/.

d
■
(._
(
ZI

:.I
J
T:I

で

に(刑
印
有

効)
▽

汲閉会

-
日
月
19
富

川
q
～
正
午
､

前aZポ
'ンナィ丁センター

で
､
出
tE

は
保
X
軒
.

奈
良
ま
も
づ
く
り
セ
ン

タ
-
が
シ
ン
ポ

ン
ウ
ム

相
葉
包
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

-.
r

･

■
'･ILlr
･'
-
1

'
-

し
て
｢古
並
か
ら
兼
よ

へ
｣
J
Jナ

マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

3
7

L

y++
･]_
I
;
i
♪
;

JE=

_
i

1時半IL
,)q
∇
と

こ

第 ω7号

:
:
S町一

Y
盟

!
i
 

パ

ョ

5

1

2

f

Z

2

2

n

主

T

A

E

萄

週
土
喧
日
午
前
9
時
半
jB

正
午

鋼
人
加
入
.

手
.
.
 報室

U
M
S
H
S
衆
ギ

z
i
i午

後
l

崎
学
1
4
時
・
相
人
初
人
・

i

i

z

に

敏
家
笥
伎
笥
氏
グ
舘
崎
、

E
帯
り
を
か
い
て

u
t

H

S

で

に

量

E

F
・
u

z

-
t

z

T

-

E

 

Z

教

の

雪

は

電

よ

T
i
z町
t
a

1
】;・

だ

支
化
僚
と
き
園
口
月
山
口

《
H
V
V
内
包
同
作
品
厳
日
小
(
午

前
9
時
半
l

，
午
後
4
時
学
絵
由

民市良楽平 成x写u月 1日ロl

I~~k~民民民自民』-Ríi・'''I~f，.a 昼s・d・-ト
デーピVド

〔抱郷〕 1円 Uし

間フィル
〔演奏〕

"ーモ二一
管霊安団

f

T

E

産

官

な

ど

)

、

z

z

I

A

習
2
1
1
タ
ダ
ン
ス
)

文
証
軍
金
卒
後
l
時
5
2
R

E

T

-

レ

て

L
Z

m
返
さ
ん
て
'
-
v
リ
a7
e
t
バ

ザ
1
内
午
前
問
時
1
日
時
半
}

料
理
パ
ザ
Aq
前
日
時
半
も
句

襲
撃
、

3
1
J
V

E

入
門

E

u

f

?

来
年
3
月
初
日
の
毎
月
鶏
1
3

火
曜
日
午
後
4
1
4
E
T

川
肱
休
み
v-
m
人

i
z
i
 

敏

2
5崎
氏

名

高

E

1

・

い

て

口

品

目
ま
で
に
番
目
舗
へ
は

が
倉
一
般
に
一
人
臥
。
.
応
募

雲
散
の
樹
立
型

予
1
1
E
町
一
闘
交

ー
!
・・

わ

E
f
-
- z

u

Z

B

S

2

S

a

 

z

-

-

日

午

後

1

1

3
崎
学
〔
同
月
n
a
i
月
s
u

u
休
み
v
・
成
人
加
入
.

大
E

書

県
内
の
証

書

般

人

1

2

望

号

、

z

f

Z

T

E

h

 

Z
I
B
-
-

マ
U

品
自
主

MZ
-

冗
明

x
d酸
宮

纏

字

貝
門
お
ど

E

M

M

目

玉

・
1

降

7
月

百

芸

品

内

2

7
2目
玉

-
Z

A

日

m
E
'i

i
L霊長、

石
K
値
何
弘
打
山
の
辺
の
湿

i

i

-
E
 

舗
開
平
ヱ
鑑

員
は
成
人
伺
人
E
U帝

桜
山
M
期
大
学
依
慢
の
綿
殴
伶
婿

i

H

i

u

i

 

;iuz 

に
検
家
気
住
所
氏
気
信
事
師
、

査
Z

室
内
畿
圏

「忽
ら

a
T

畠
ン
バ
1
7

の Y

9駆φ

品f
a耐と

12月9白、

奏
会
か
つ
ぎ

e
L
と
お
り
開

F

E

z

，.
 

〔と・
5

】
ロ
月
9
日
《
土
】
午
後

6 
時• 

〔
と
こ
ろ
〕
i

E

Z

合一
一条
大
随
一
丁
目
v

【
自
】
第
一
部
バ
ヲ
2
2

の
「
企
刀
ノ
ン
」
、
ι7
・
ィ
ヨ
ヲ

スキ
ー
「
松
奈
セ
レ
ナ
ー
ドハ

長
鋼

O
P
錦、
.m
ニ-m
タ
リ

t

i

-

-

自

主
に
き

H
・
5

多
徴
の
場
合
U
繍
場
-
u
が
S
一

枚
に
-
人
限
り
・i

i
;
 

を
も
L
と
め
て
t
a
傾
向
民
の
名
湖

《
め
い
さ
つ
)
を
鴎
ヲ
て
心
が
や

す
ら
い
ど
話
と
日
本
の
匁
情
歌
樋

畳
間
き
ま
す

と
a
e
・
u
月
口
日
(
a
'
v
午
後

1
時
手
4
3
時
単
マ
定
員
・
市

肉
食
住
の
成
人
閑
人
マ
講
師
H

a

m

自

民

《

E

里

民

!
?
J
F
 

i

p

t

v

 

j
u
iま

で

に
‘
醤
で
嗣
館
、
.

守

i
t
-

-
-
1
・

i

i

i

 

z

t

g

t

i

 

-
-
金
が
終
値
で
隣
a
E
ezす圃

ヌ
マ
ス

キム
マ
凶
ル
a

【
定
員
〕
八
百
人

ゆ
し
;

往

復

M

E

住

所

E

A

言

自

主

写

舗

E

t

を

奮

い

て

U

5

5

L

必

君

主

化

現

(守
聞
こ
像
大
館
南
-
T

目一

一

宮
仙w
i
l
-
-
v
ヘ
・
ほ
H
F

・--
般
に
一
人
限
り
・
応
'
4
n多

散の
場
官
理

血E
島町
d
a
a
a
y
e
m
砂

市
民
の
育
費
団
体
が
-
盆
に
会

;
-i
;
 

ユ

tis

-霞で
飲
め
よ
う
に
聞
か
れ
去
す
@

L
e
e
-
2
月
同
日
(
目
v
マ
と

こ
ろ
・
市
史
硲
文
化
セ
ン
タ

:
i・54

以
上
の
濡
験
実
償
金
持
ち
団
M

敏
お
人
臥
上
の
ア
マ
チ

孟
ア
音

楽
凶
体

演 劇 鋼."級車

a問団宵t鳴「トーマスのLiUMP，
12月8日〈盆〉

午後1時半

と

f

u

a

目

基

午

後

2

7

8

T

i

 

T
i
i
 

・
文
級
短
期
大
銀
教
慢
後
繭
健

次
さ
ん

E

2

5

、
低
が
き
に
住

司
氏
名
、
量
を
奮
い
て
日

書

申
し
込
み
問
い
古
ぜ

u
・
良
交
腎
灘
間
前
叩
梅
崎
ハ
住
芝

町」ニ
+
w
内
の
岡
ヲ
A

え
晶
7
4バ

ル
事
R
M
E
会
(
宮

@
8
8
0
)

の大宮

E
Aへ
・

市
歓
脅

安
幅
員
舎
が

F
聖

!

?

 

品

i

t

z

z

者

M

U

M
S
に
伶
傷
、
氏
名
、
e
草
食
月
目
、

i
iい

て

H

品
H

i

-

-

i

 

〔干
醐
ニ
条
大
路
剛
一
了
白
一

時
a・
映
写
後
筋

量
成
鶴
習
会

tjAB 
?主毛

5届
i1i 

一
、
e
@
I
1
1
1
v

t

u

a

-

4
・u月

1
日
《
全
信

s
u司
5
午
後
?
時
〈
午
後
5
時

u

t

i

-

〉

向
2

日

正

午

前

4

T

午

後

S
専
と
こ
ろ
-
i

z

〈
学
問
欄
町
】
V剣
@
・
市
内

E

S

草

の

い

ず

れ

か
で
2
a
m
a
安
鋳
可
降
句
人
仙

人
・
応
募
布
多
訟
の
絹
合
川
崎
繍

認
可

-

n
un
-
目
S
初
日
u
l
」

一
下
水
遜
事
業

一

一
安
益
者
負
担
金

一

一

A鏡
2
期
分
)

一

「
1
11

1

の
納
期
で
す

L

他
の
遺
Emに
怒
る

富
岡
重
量

車

は

自由席 800円

野Eま少年ト マスの成
慢していくさまを曹01
9';1チで鰯い起もの.

4 

F 

4 

F 

c 

〈取し込ゐ〉刊月"自〈金〉ガら・"で

市'"鼠叉じセンヲ 〈曾@90，りヘ.

や
め
ま
し

a
う

オ
リ
エ
ノ
テ
l
リ
〆
グ

指
渇
a
m
m
定
繍
宮
会

く主催〉奈良市交化盛岡センタ

吉
野
外
場
動
備
会
が
す
リ
Zン

7
1
5聖
書
z

z

t

会

二

次

二

E

》

を
つ

g
の
と
お
り
聞
き
志
す
・

h
c
S
H
U
R
2
目
3
四
時

日
マ
と
こ
ろ
-
u
月
2
ロ
3

i
i酌

セ
ン

タ
ー
《
阪
原
町
》
抱
月
刊
N
n

u
事
良
品
ス
ホ
ス
テ
ル
作
陸

軍
町
V
マ
定
民
町
一
次
銀
陪
MU

m
畿
以
上
の
人
初
人
二
次
畏

奈
良

地
区
ポ

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
が
隊
員
募
集

イ
ス

へ
-
く
わ

カ
ウ
L
F
n
a
桐
閣
で
次
の
よ
う
に
隊

員
を
喜
し
て

E

t

入
問
者
同
平
成
元
写
賓
の
小
学

-
1一
一
年
生
め
親
孝
児
貨
〔
他

2

4

5

i

 

B

E

L

t

-
Z

E

 

E-
雪
量
目
保

積
祈
名
、
電
話
事
H
V
S
吾
書
い
て

綱
引
き
普
及
審
判

員

奮

成

甥

習

会

定
値依
宵
震
M
R
A
-
h
が
綱
引
別
会
嶋
ua

i

z

w

舎

を
つぎ

の
と
お
り
周
a
e
e
a
す
・

企
?
抱
月
9
B
《
主
主

2
U
時
(
午
後
l
時
受
付
V
マ
と

こ
ろ
目
布
市
央
箪
二
体
.
育
館

〔
詮
亀
町
》
マ
定
員
'
m
a
以

上

で

Z

2

2

E

場

奈
良
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
が
シ
ノ
ポ

γ
ウ
ム

関
来
自
民
ま
ち
づ
〈
の
セ
ン
タ

t

;

l
i

?

E

 

し

て

「

g

i

」

t

!
?
に
シ
ン
ポ
ジ
肉
ツ
ム
を
測
値
し

3
・

と
8
・
u
m
舗
目
A
目
】
午
後

;

終

了

後

一一
石
川

以
上
経
過
し
た
人
目
人
マax・

料
a
ニ予
伺
《
別
に
食
費
約
千

伺
必
要
)

Z

1

5

1

に

華

民

需

生

年

月

R

S

E

t
-
-
5
7
 

;
f
E、
-T一

次
自
主
い
て

u
E

E

E

必
空

間

E

Z

E

樹

氏
宇
田
幻
矢
田
甑
町

-
Eハ

四ご

.p
t
z午
後
8

時
h
m
時
に
電
話
で
悶
民

谷
⑥

0
3
7
5
v
ヘ
・

-v剛
、
議
選
町
-
会
Q
一戸、
市

社
会
緬
祉
簡
議
会
ポ
，
ン
テ
e

:
ン
タ
l

官
事
l
イ
ス

ム
刃
ウ
h
F
京
良
県
遍
盟
福
良
地
区

i
i
 

でに
A

自

g
v鼠

明
会

-
u
n
"
日
午
前
同
時
t1正
午
、

E
t
ン
予
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

i

U

1

 

で
E
人
的
人
マ
喜
四
書

i

i

i

 

怯

Z
V
受
鶴
料
・
続
料
マ
位
向包
物

園
ス訓示
t
y
の
で
ag
る
服

ua

i

:

l
j

i

 

受
講
精
製
密
陪
往
衝
除
か
企
に

住
所
、
氏
名
、
年
鋭
、
電
説
得
M
Vz

s
z
u
E
固
ま
で
に
必

省
で
市
体
宙開
銀
《
守
醐
ニ
象
大
路

隊
一
了
白
一
-
、
E
仙
w
i
l
l

-
〕
へ
・

-
E
S
S
専
と
e
E
A

K
m
ハ
怠
混
血
(
春
日
野
町
V
V
内

奮
闘
記
念
碕
埠
(『心
の
三
ち

7
互
換
川
重
要
喜

ER》、
J

パ
ネ
ル
ヂ
ィ
ス
舟
ヲ
シ

E
ンマ

S
加
費
削圃
千
円

聞
い
t
z
同
セ
ン
タ
ー

〔'
@3
・
7
6
v
ヘ
・



ど氏市<_

(

カ

ン
f

J
)
I

r
■

C
E't
t
⊥
･
f
_
t

crJ.tJM
/J▲_■JL●

つrQ■り行
い一十.

…
q
I箔■以上〇人
(8

■
.t

山∩/JIEt＼■+_
I

た

<と柁■は■く)∇申し

込4-日月かEZi
で亡市書

生If▲たけFqL■センター

(いずれも13秒IIII･)

へt
益で∇
■■-茶EZ)とゝ

rtI''-川■■9日J

I五●1一■
■･E∧HJ
F

t以上
(蔓

bH事)

と-五m&■
･稚r8*暮Jt

r1
7rZ
t+.･.C▲■J

_Je_I.

相月･･EEZ(刀)占FJEt'

tLO8(
+)書中■侭暮

(↑日
(兼)葉

書枚

T

-C
t_
ICtttZ
,

■ほ白
(水)責
EL吉

t
ZZ

Z]
(∫)_■
ケ曇

や

■ほ

CJrJI

__
__
I_

_M
■けa
(火)t1JJkI

阿
け
い
'_也

砧
FJu､
一枚粥■IEtに

▲

l_
■
'■■rJ
tていt

す.早■先見
･論tのため､

■
t
7_J
lT
～L.･･.い.

'_*'右はr止
fJは月怒

HIT
J<J_
I
L-'L.

はポ■生L
(いThも'砂1

111)
へ.tL止み+tり

て■
'▲人
一てL-重

t逮

'-ナのでJk■■■
F,壬

I>てください.

対tは布巾丘止
の刃■以上

の人
で.付▲
dR▲-持▲が

E百円
(良書rT
で東払う)t

F_以上と生畠良■
･LE純良

ILLL_
7JZL
ttJ..I

S__Li_､てー.

一P.T
ト
.I.･_
二

㌧
ti･:I:.if
..

fIJりl

f_I_ZL▲
rF__■r■t.

●ft
rf

'l
tJLT
,
t
H;りur_PrIt'

一◆.'‡

TtハLt
▼上土･■
-'-･･Jr一
C
I

j*[由は暮
してくだ
さい.

舟7T手■tお忘れなく.

士さfZN廿はfrnでは7
;g3

12月7日
(辛)もtt･'功
･

∩_I

,JJ
I'

.･_
I

t

J･f_■
t
M

は市*

生
FE(いずれも℡
㊥

1
日
川
日

(jt)平y
･あやめ■

-
-
.ヽ7
･J.人
t†
‖

･II<
･Zi
･qIEdZS

て6,h才人あてLJft事を止
E2t日
(Jt)や枚KC欠き

り一ナのr,'択群■由
てt'

兄

;I,･･l
f
･･･:I
.
7

=
:･,
･t
･5･
F
.i

zt+
･･.r■▲ILJLLJrりI
"

T
r
t

((
+
･'r
I)

M
(申し込みの■小Lj=0)
06
1

71)
と
<

重Jr
t

Tt.

JI

I___i.,･

･Ar
I
)

T
J.

.
(

.
=

.T.:&
:
;
.･Ji
:
.7:‥
.i

t申告書は余良作票【古史暮
■
__･生東
eきた■

ーl
t■.

E,+JI'･fI'-
'r
E=

l'-14･■
･こ
JIJ
_

てください.

∇t■AEL■
ty'II■II

月■8
(暮5'+■く).

‡
山
一EER人.古事At

NtC.Cヽ
{

▲trJ
1~U

t滋子的¢こと.

轟
霧

軍

学

■

人

+

■

t
t

と一
-
tt
月

_;
(_)†■-I_-
-I

事∇SFttI瓜+以上
の人と

そのtt
(t指
でH
+ン,-

へ▼れ

)E>(育
-■人tなど

■■
LJTいてGfr
_'t

L7_d■Y
t)
_''

t■Lt■事■tJNL1す.

▲人t斗tlf_
と●-

3刀te□(ホ)午1柑q～正
憂

琴

JttkJE_

■TP(
r(クリ

ー
二ノグ#■
け托gJl七一-

は小鬼がんの

一rT,接の■

_l･}■"
_
=I■
¶■亡

きJMナ.生社6カ月tでのナ

r▼

rr一tt_
●I
_ry

lr■一一
日
'r.一-LAJ

LT
きい).毎J_火rC
(I

IJI_J
･Jr
_''ト
rr

.7日L_
LJ
iJ
t■
,t▼.

qLrt■●
川

●4-t■

It

件か_【允庄一
の写-

し､
tQZ>fiJ伽■u
y+

I
■7_trIL_tJJ_E

■lh..I+'LTHリt
･l･Il

火IEZの千社
-叫か
b.y_

｢

｣

市
FJd､号
丁

ン

I

■■IJ4
/Jt.

H

i.:･.ItT
.

は

て

::‥+:a

〉
■

H
rJ
･r
r

･

[

･

I･'-

恵

‥
･‖い仙
…

It貞▼イクルrT■-7
t

ン

'-(J
(&
群LE{
tt

市).t天
○■4
は宍■H

'-rE>F_-M

G+

t生と叶rE>その■-I__

u

ZE_Ltす.
長●●uり_-LEV

氏毎､t年､r#暮'trい
蓋
(よ
こ■人M
]TU

一
一､
℡⇔-ll-)
へ.

義
:
:
:
…
:
;

l

ll
月
訪
日
(火
)
牛
t
I
巧

手

～}■細分〕申61書文化
t/

'-
(
▲人■
lTU)fJ.

■F
u
]_trl
r
■
･･

pい

～_I
l
u■t
r<
し-

■
いて
･好くt
い･PJ.

サ■■uet以上
〇人㈹<

tq_'書
∪
一叩t
Ut■

亡葺
.氏も､+■､t巧■

ぐ::!糾潮

侶

∴

湖

沼

仙川…
:

:
:
:
:
:
H……朔

日
(CT)r折10時15分Irサ

ーた

り4J
et基V

'-
▼
T
白
､
℡

せ1--1)〆ボt

i

･･_..て日
.

､●一､J'Lt･Z
.■.■一■■t:Jlt■

'でLEq
〃絹牡廿
(rS.]

言
にして､_~月lC,三
J

dt4(dEt
一丁山
一

℡少

iLt+ン
'-へ.

..;;り.…卜
…㌍

㍍

リウ

言
よ
の

余

りIr

が
正
■
L
Jt
+

仙
EZ▲
り

り▼ナよの
全
が
&

姦

貨

蒼

夢

丁
璽

警
呈

…

t
育

ーー
主

とJA-11月はn
((a)牛*

Lです.
甲し込み一文付目は11月18

I;Hr･J_Ill.日1.1■

3■t5分∇糾&,監

事斤

∫J
I
._t下書■切
■■
托蔓
▲

t

e入着
･Pつbの
<事YdI崇所fJE1月川E;12

tTiEの茸
宵鞍弘人E>川

について
t出
塁
n▲■
JTE_
_L暮す.

zz)にtE'書
i,tL暮ナ.申し

甘
-yI▲
塁

■など∇

好事氏
r-ウ
r･ナ_
書○

▲…
Iu
一tt=tO
t

工丁ハ
Tgろ
円
いC.CtはH■
へ.

.:
i
ll..
･.∵

登

…!i:;:
:L.iI

I;i.:]
･:.;.;･･..

F..
Li
:[
=

I

書
目

苦
Odお
ん

∇
(育
._
止､
r中
旬
C

群

へ

の
招
待

門

;い叩関

川MM

｢●

ZSt=*
わ
ん■｣
.
▲
○

題
n

'くの市境iLTr
LT
J)
bJ)L

Ja*EP
u柾サ
リが▲i
E

う･U.■■サ
ー_
r●E3f
t算
､丘も.芋

-ヮ++い

おん■
LのJEJEJ(IF_暮I
て､日月はEE二
ホ印†札)+

40
七
つ_のI昌
tL1す.
FJE
r+空
-
(▼印●日FE

と●I11月aqEZ](EZ])午■
〓ハ0●EZl大枚t.Ilo-I

日特-年書1qE>ところ-
8

I)
(.

姓
出
写
井
で
t
k

付けtI
ん'

･
J

E_･et,｡
T

‥'.
::7.1.J
H

●

■●■■NIr■ruh
LJlL_LL,_'･

●

_､d{●●tI･I_<I_UI
二･rJO.■こ

_

JL■一M_▼l
■■ヽ■
･E
rFJ▼.

月から…
｢iLt出した…

○
■'-
･白▲
ど与
.Dでもか

T■■
■■e
JE_
･IrJ
q
I_い●一へ.

<■LLP

LIJI.■JrJt+
,IT

tF.■●YI
UJLC･JとJ
u●
-T●
E.r=f
L,tA

托暮して
く

ださい.

した万一-手書
い暮す.

Or
t
い写■JrI
いちAL

くわしくじ■AP
(℡沓
-

.'･.J_
L
rrJr
.-い
--+､
_■■{Ir
E
一
°.

ないBrI
や.人J芋
tの,<
o
o
I

)
('

㌦

';
,

..,.:
:

;:;;I.･.::……..';

事由
JE
tt■■
lI
■
d)4
'IrT
Jld:tT●H
-

ご▲l__I
C■T
1_
_

■■CJ.T+_4･r__
Lh

｢■■t
qJLT_J'_
J-
1,▼.

か月以上市内iL任よ.ヰ
入り

くわしく
u市tIL_
■
■

tEuされた●票
1L.はT暮

(℡
⇔3111)
へ.

百

r
だ
欝

..

.W"

6

-

･;.
.;:.仙t1
i

.i
∵

:
.…
.…

亡が<ウーナ).セ■

ZZlu的

JPl(]■)
･■叩
(l暮)

I'召
iLJr自営
に■Jt

･芳

･r_
I(
l
t
)

--T.

_JI･___q
二■
]

･…:I:鴇

;:l

l
"

軒

'" 
関
い

m・J
R
BW

平成元年11111日

"
f
i
g
 

-

2

2

1

 

2
2
2
ぃ
5
・

-
s
a
・
罵
-
a
以
上
@
入
内
e

a
H
n
以
内
に
胃
-
m
x
・
を
織
-
ー

た
t
a
u
-
i
z
し

込
み
-
u
n鑓
B
Z
で
に
市
街

生
嵐
乏
た
U
関
m
m
・
h
T
V
，

《
い
ず
れ
も
'
@
I
1
l
l
v

へ
電
孟
で
マ
崎
罰
・
各
固
と
も

等

-
g
崎
事

E'桶
川
崎
場
マ
"
・

・
ぉ
・
5
ω
--
u
h
h
儲
川
、
初

-
B主
《
あ
子

-
a
'
a宛
S
む

と
e
帯
保
.
市
民
悦
鼻
幽
開
a

s

a

s

s

t

 

由明
L
幽

ma宮
v

・

同
n
・
日
A
月
》
省
宙
開
睡
間
保
.

1

2

v

t

E

 

同
7
日
A
本
》
民
医
エ
』
学
観

閥--図A金》酎蚕良-m民ム菅日，

ター
関
口
目
A
m
〕
+句聖
一了
目-m会

gm 

りよだf民市2包

ーl
J、
市
で
品
、
“
，
r

ン
E

撃
陸
連
動
金
に
代

冒

タ

ぇ
、
母
F
定企mhv

シ

U

-
g叫
i'hv・
ν

-

y
e
aの
よ
う
に
闘

ェ
ι
他惜し事す・

リ

め

と
e
-
u
n
n

ク

ル

臼
《
*
・凶
8

レ

付

E

8
時
手
議

予
庭
仲

'
a交通入妥吟一

億
索
個

バス
幽思慮南側

「
l
h
『
集
合
マ
行
在
先

・
周
蘭
-
Y
4
タ
ル
ス
e
I
7
・

v
'
《
火
厳
府
河
内
長
野

市
v・蘭
X@a'AnMax・斜

，
.
V
ω
m
-
-
e
事
象
鹿
の
小

i
e
j
 

u
g
L
g
t
 

-
U
2
8
6
 

;
!
 

て

H

2

2

E

2

2

奈M“'. 

四
月
四
回

定

完

2

2

喜

岡
山

a
《
ホ
v
・
a
傑
・
扇

閣

M
臼
《
本
V
・
R
・
'
丘
中
a予
銀

向
尚
也
会
・
3

八
魯
簡
保
.
.
.
 

館
組
蕗
混

同
m
u
f
δ
醐

MTah一民鎗

乳
ガ
ン
検
惨

-

一

E

S

E

-
!
?
 

す
・
早
期
売
H見
e檎
厳
の
た
め
‘

i

1

7

5

ぃ

.

i

i

i

 

E

r

a

-

-

1

2

 

u
w
衛
生
欝
《
い
ず
れ
a
e
-
-
h

1
1
1
》
ヘ
・
山中Lin・勿eax凶"

で

i

z

i

り
怠
す
の
で
、
M
R
e
・
周
で
-
e

し
て
《
だ
8
い・

対

象

i

z

z

?

の
人
で
、
制
金
同
体
m
a
s
m
w
a
M
F

同
瓦
内
良
値
m
・
闘
で
，
a
z
、

m
a
訂
以
上
と
生
活
保
.
市
u
k
a

j
;
 

の
隊
出
申
し
出
る
】
で
e
'・

組
翻
《
守
醐
ニ
'LA・a問
-
T白

一
て

曾
⑩
1
1
1
1》ヘ・

ゐ
一一H
H
u
n
-
一

U
品

目

玉

E

I

草

113臨時銅伶
%
術
史
砧
文
化
-
v

タ
A
保
大
筒
佐
了
U
》
で
・

内
百
一舗
が
E
E
Z
い

Z

T

T

E

F

〈

-いてe思u，、eいz・』可

2

5

E

E

E

T

 

f

E

M

E

M

-

に
住
所
、
k
e
q
飢
餓
、
‘
語
4
・

z

、

ζ

a

E

R

I

S
E
E
一
聞
で
す
・

-2 
.n 
" " !i食
z・

1

-E

S

z

 

i

i

i

L

I

 

t

-
-

量

の

た

め

年
一!

?

E

ぃ

.

安値
E

精盟省同地電
d

舗
で
u
n
n

E

E

Z

T

U

1

E

 

"柏市
S

明
生
冒
《
い
ず
れ
も
冨
@
1

1
1
t
ご

・
申
し
込
み
主
ゆ

て
か
ら
責
あ
て
に
{

;

E

;

s

i

 

L
7
2
い
・
対
象
時
四
位

住
@
鈎
a
u
l
の
人
で
"
-
u

"
・
1
ω
a
u
F
Z
T
内
角
M
R
擁
・
闘

で
皮
払
令
て
旬
眼
目
"
ー
と
生
a
m

s
i
u組

側
《
山
甲
し
込
ゐ
の
際
申
し
出
る
》

です・
E
奮
い
て
u
目白
4

E

・
で
市
高
削
打
倒
他
複

《〒醐
二

象六輔副剛
一了u一

包
⑮

i
l
l
-
v
ヘ
・
M
M
・
-故に

一入国限り
・
也
語
♂
惨
散
の
岨
X
H

U

1

 
?

l

s

i

 

-gle-

-
f，主

2
E
Z
の
つ
ど
い
め

ぐ
り
あ
い
鴎
h
a
s
-
u
n
u
a

f
g
品
目
立
6

2

3
嶋
凶
分
マ
幻
霞
・
身
体
陣
・
刊
行

z

a

i

l

-

!
?
4
 

5
・u

i

j

t

E

 

で
障
を
t

R

1
j
- 本辻町、

e
@
S
I
T
-
-
対

象
拠
u
閉
拘
創
価
亭
g
n
z
n
i
m
附

E

T
角
1
日
生
E
O
閥
単
、

検
制
・
"
健
雄
内
"
・
・

命
睡
m
・
“
除
貧
・
駒
筒
@
副
首
、
w

i

z

i

・

害
p

u

s

-

T

a

j
I
T
-
-吋

;z忘
れ

1

n
n
T
E
Z
喜
Z

品
本
‘
飛
鳥
各
綬
M怯

開
M
日

Abや
ν
寧
睡
眠

e

ゐ
φ
め
櫓

-
t
m
綱
初
思
聞
各
校
区

間
創
日
A
e
ν
令
俊
民
の
米
‘
s
-

見4
カ
月
兜
舗
惨

--R・R・-mbE-
-

a---aτ，，a'
ー
で
圃

-
A
M
傑
健
併
合
商
A
A
誼
町

曾

・
6
1
7
1
v
と
Z
R
-
a卸
値
-

i

1

2

1

2
 

@
s
'
1
1
v
で
実
‘
百
隻
げ
付

日い
E
も首
9
?
"
q

闘
穆
身
体
計
副
、
内
約
横
鎗

祭
賞
・
・
・
乳
食
今
薩
の
各
也
m
・

刷
費
量
の
高
高

齢
暫
か
に
し
て
、
u
u
n
m
n
e
鼠
で

に剛

-y'ーよ・

リ
ウ
マ
チ
友
の
舎

が
医

a餓
潰
会

幽

n

f

:

2

2

g

!?に
Tま

す
・と

t

U

2

2

8

2

t

?

4

1

7

国

立
斎
a
a
桐
髭
一
語
会
一
草
者
マ対

般
-
q
，
マ
・
7
で
魯
悩
み
の
人

E

2

2

事

?

・

・・
4

『組
制
占
属
初
陣
倫

E

い

て

』

j

a

i

「

i

i

e

H
'
A
w
a
b
智
拠
・
怯
h
h
ラ
い

て』

;
i

魁
m
k
-
v
R
・
本
斜
陽
F
良

L

i

-

-

=

 

z

i

E

に

つ

い

τ

の
魁
萌
と
.
，
a
甑
@
発
行
、
.

γ
忌舗防.，
.

マ
吉
原
a
保
健
福
・
毎
週
火
・目

a

h

a

t

i

 

て
《
だ
さ
い
・

マ
両
省
良
細
w.
.
 ‘dd'l
・
・・

n-悶《.，
E
・
e
・
〈
v
.

定
員
u
コ
闘
泊
人
・
商
辱
良
.

5

1

2

・
f

u

電
醤
予
約
の
こ
と
・

遍
一
T

・
111
・

i
i
 

時
U
《
ホ
】
午
後
1
"
・
1
3
嶋

君
E
a
・
“
・
1
t

aTee--
内‘厳で幽開を

ν'

2

8

5

・

1

2

E
に
つ

い

て

の

耳

1

ι
u
m
E
型
、
検
u
a
-
実
‘

l

i

f

t

 

鼠
人
歯
両
信
a
綱
医
と
e
-

u
n
凶
日
《
4
A
V
午
前
拘
時
'£

午内V紺援智
・組側
像
日
以
上
@
人
と

の
由
民
《
宮
鯵
7
s
，
‘
=
・

ワニ，ヮy

1!::'-" 

2
2聖
E
F
S

の
ヴ
y
q
y
e
y
'
L
H
M

首
相
住
宅

E
A
二金

大
路
剛
一

T
自
ι

冒
@
i
l
l-vuptm-z

伐
t
傘
・
訟
の
入
府
脅
告
Ruse

-
り
鐸
諭
し
怠
す
・

Iu
--
!
 

句
市
営
M
W
曜
会
一
ハ
a
-
a
-了自】

肉

u
v
-
m二
十
舟
4
m
貸
住
宅
【
ニ

。ー町
》
克
戸

ニ
橿
伐
を
の
・
平

八
叫
必
曾
師
宅
A
六
a
m
息
子
T
A
u
v

市
営
伎
宅
重
き

叡
入
居
者
虜
鏡

E

E

《

E

Z

E

E

S

E

-

z

品

後

・

奪
回
若
宮

S
ん

mmへ

の
鍋
待

「

-

2

2

S
』
f

o

i

-

f

i

u

 

A
，
企
間
保
得
金
が
『
・
回
都
宮

お
車
へ
の
嗣
E
A
a
z
a

;
!
 

ー
・u
n
官

E
午前

日

1
・si

-

-骨四
A
U極
曇

a
m
A
春
日
野
町
V

5

2

2

j

 

1

2

2

z

i

 

u
小
史
が
ん
の
子
需
で
娠
の
・

金
T
H
干
潮
発
見
し
、
早
朝
治
.
で

3
す
・
生
後
6
5
1
の
す

べ
て
の
乳
児
を
対
象
ハ
・
倉
"
“
鬼

!

t

z

i

 

L
下
さ
い
三
毎
温
火
・
U
A
m

-
-
e
.
，
、
v
午
前
'
時
か
ゆ
愛

"
“
日
q
検
雀
削
減
e
-
a
l--事す
・

2

i

i

 

身
体
計
画
司
殉
宵
ほ
・
の
恨
事
脅

し

2

1

i

z

土

e備
M"剛
隼
士
が
鋪
附
制
"・側

-

f

t

・-
2

3

火
・
目
の
午
後
1
随
時
か
ら
・定
M

M
-
函
鈎
人

1

・
空
調
婚
窺
古
川
電

罰
で
由
申
し
込
ん
で
く
但
さ
ー
、
.

後
也
写
真
で
運
転

免
齢
置
を
作
慮

-
a
-
-
a
商
・
・
・
で

海
良
策
白
内
e

一.

.

 
，
.
で
酒
寄
除

i

z

-

-

令

n
t
t
k
E
し
た
z

i
iに

は

句

a
L
PZ

縄
出
す
る
時
a
u
炊
の
こ
と
に

栓

E
Sし
て
，
、
だ
さ
い
・

O『
緩
い
写
興
』『
轟
い
写
奥
」

む
企
人
衡
が
鴫
橿
に
写
噌
て
い

t

Z

や

入

車

・

2

f

g

里
@

Z
昼げ

四

E

S

κ

百
似
塁

。
里

高

官T
1
7
i
v
で
聞
か

れ・
5

す
・

不

R

i

g

i

E

i

n

t

z

u

d

 

a
E
の
え
の
飼
い
合
員
省
内
・午
網

"

?

u

t

p

i

 

e--LZ，
.
 

Z
E
B
-
-

ご
み
v
-
-
m
m
e
-
R
白
川
-m・
uF

『e
-
m
術
U
R
，
則
自
噂
前
日
時
限
に
3

か
月
以
上
市
内
に
伎
属
、
掌
人
陣
地

E

i

i

i

E

 

-
mg
a周
毒
物
処
理・・

色町可
・・・・
の
変
更

...1・
一戸でe'・

申
し
込
み
書
H
H
m

輔
副
凱

B
で
畑
週

u
n
q
入居

i

j

s

 

品

l

i

m

n

-

創

自
に
橋
司
曾
に
首
し
事
す
・
自
申
し

込
み
e
飼
い
2
2
E
へ・

:
i
 

E

L

E

-

-
R
 

Fh
い」

よ
り
密
千
度
更
す
る
こ

と
M
a
o
-
a
e
'
】
・
収
易
臼
U
約

i

t

i

i

 

し寧す・!
?
f
 

Z
H
W
』
と
a
e
L
、
人
箆
4
d
g

と
区
別
し
て
集
細
胞
唱
に
幽
し
て
《

夫
陪
か
事
huず

つ
忽
い
で

飼
い
ま
し
aう

マ内・
6

・
・温、

『中
旬
@

猷
」
帽
"
・
円
、
符
禽
'
"
u
ど品V

定員
削
間
人
マ
，
加
・

7
開予

宿
泊
百
同
門

-加昼精掴m肴
M
緯
値

MMFSに

伐
説
明
、
民
斜
、
・
a菖
a
を
・
ぃ

τ
u
n
u
w
目
A
嫡
耐
何
鋤
》
g

で
に
同
保
得
金
《
・
7回
春
回
野
町

二一ハO
春
日
大
社
内

包
・
7
7

8
8
V
へ
・

付
け
ま
仏
軍
ん
.

osaの
鍵
悔
俗
直
面

-m
帽

K
一三
分
身
-
R
w
a
m
で
大

E
以
内
に
E
L
E
e
-

争入・au・
:=

0
・
・
ニ

m
-
で
す
・

。
‘
H
，
内
M
どち-一切でもか

奮
い
a
z

・
4
仰
・

2

2免
除

±

?

で

i

で

f

i

s

h
-直い
1
・

く
わ
し
〈
u
-
a
，
h
g
@
1

1
1
0
V
か
志
良
商
事
ハ
g
・
2

0
0
1
v
ヘ
・

所
が
あ
り
2
引
品
品

自
語
B

1

2

2

禽

f

t

i

s

-

，
 

E

j

a

z

z

2

 

5

1

里

告

書

さ

れ

ま
す
・〈

b
し
〈
U
2
m企
画

-
-
a
a

AB
@
3
0
0
1
ν
ヘ
・

ださい
・

事

守

量

e

z

z

量

霊

長
e
eや

め
亀
・
平
a
Z
8
2
・・w
西

大
守
沈
e
伏
施

2
・
』
字

削北
2
・
・
】
衡
柑
2
・・】

主
幽
盟
問
惨
幽
圃
・
2
・
・
v

・
飾
火
安
考
慮

《一
--v

ザ


	おとなりにあげる安心火の始末　11月9日～15日は秋の火災予防運動
	市政フォーラム　快適都市づくりに意見活発
	名誉市民　佐伯勇氏を悼む
	文化財の保護・活用を　
	歴史への旅　埋蔵文化財は語る
	市の表彰にかがやく人々
	いい汗いい顔8000人　市民スポーツのつどい
	菊花華やか　平城宮跡菊花大会
	市文化祭行事案内
	ならチェンバーアンサンブル　12月9日、第11回演奏会
	母子家庭レクリエーション　関西サイクルスポーツセンターへ
	大型有害ゴミ収集

